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例 言

1．本書は、函館空港拡張工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが調査を実施した函館市

中野B遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書のうち、第Ⅳ･V章の遺構及び包含層出土遺物の本文編で

ある。

2．本分冊の編集は、発掘調査を担当した調査第4課の熊谷仁志、宗像公司が行った。

文責者は土器・土製品は熊谷仁志、石器・石製品は宗像公司である。

3．図版の縮尺は下記の通り統一してある。

土器実測図 1／6 礫石器（石皿を除く） 1／3

拓影 1／3 礫石器（石Ⅲ） 1／4

土製品 1／2 剥片素材の石製品 1／2

剥片石器・石斧 1／2 剥片素材以外の石製品 1／3

なお、それぞれの図版にはスケールを付けてある。

また拓影で器形を復原した資料は、実測土器と同じ1／6である。

4．床面・床面直上出土及び遺構に伴う焼土出土（以下、床面等出土と呼称する）の遺物について図

版の遺物番号にアンダーラインを加え、覆土出土の遺物と区別している。

5．接合において覆土からまとまって出土していても、床面・床面直上出土及び遺構に伴う焼土出土

等出土の資料と接合関係力認められた場合、床面等出土の資料として扱った。

6．掲載遺物一覧表において、その接合関係を明らかにすると共に、接合関係が認められた覆土・遺

構・発掘区と出土点数をも記載し、再度検証できるようにしている。

7．遺構遺物の層位については、基本的に床面・床面直上・覆土に分層し、覆土は更に分層してある。

そして、一覧表において下記の省略した用語を用いた。

床 ：床面 床下 ：床面下 床面直上・床直・床上：床面直上

焼土 ：焼土覆土 壁 ：壁

炭化物：炭化物層 覆土0 ：覆土の第0層

覆土 ：覆土中の遺物を一括取上げし、詳細な覆土の層位が不明なもの

HP-0 :住居跡に伴うピットの覆土

Ⅲ層 ：住居跡の覆土を覆う基本層序のⅢ層
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第Ⅳ草遺構出十の遺物

1 ．住居跡出土の遺物



1．住居跡出土の遺物

1 ・住居跡

H-1 (図Ⅳ－2)

遺物

土器（図Ⅳ－2）

I群D類(47) I群E類(53) I群F類(107) I群(3)、計210点出土した。このうち床面・柱

穴からはI群D類(4) I群E類(38)が出土している。

1～3は床面・柱穴出土である。 1はI群E類の小型土器でHP-2からまとまって出土した。体

部には太目の半裁竹管状工具内面による横位の沈線文が施されている｡ 2の口唇部断面形は角形で、

口唇部内外に貝殻腹縁圧痕が加えられている。口縁部は刺突文で区画され、貝殻腹縁圧痕文がロッキ

ング施文されている。内面にはナデ調整が加えられている。同一個体がH-13 (HP、図Ⅳ－18-1)

から出土しているが接合しなかった｡ 3は貝殻背面圧痕文が施された体部破片である。

4～8は覆土出土である。4．5はI群D類で、 4は緩やかな波状口縁で、口縁部には貝殻腹縁圧

痕文・沈線文・刺突文が施文されている。5の口唇部断面形はやや肥厚する角形で、口唇部直下に沈

線施文後、刺突文が加えられている。口縁部内外面・体部には貝殻腹縁の押引文が、体部内面には不

規則な条痕が認められる。 6．7はI群E類である。 6の体部外面には、半裁竹管状工具内面で沈線

文が施されている。7は体部破片で、 1～3本一組の沈線文が施されている。胎土は砂粒・小礫を含

む。器壁は厚手である。 8はI群F類で、覆土1から出土した。底部を欠失する。器形は筒形で、径

の小さい底部から開き気味に立上り、体部上半で内湾する。休部には2本一組の撚糸文的な縄文が斜

位に施されている。口縁部には綾絡文と半裁竹管状工具による径3mm程の円形刺突文が加えられてい

る。胎土には砂粒・小礫を多く含む。器面調整は粗雑である。

石器（図Ⅳ－2 図版176）

石槍1点・石匙1点・スクレイパー3点・彫器様石器2点･ Rフレイク9点･Uフレイク2点・剥

片53点・たたき石2点・すり石5点・砥石3点・石錘14点が出土した。掲載石器のうち、 1～6は覆

土出土、 7～11は床面･HP埋土出土である。

1は石匙5類。素材剥片のバルブ付近に約90°の打角で錯交剥離が施され、つまみ部を作出する。

2はスクレイパー2d類。 3～5はすり石◎ 3は2類。縁部には班状のたたき痕が複合する。 4．5

は1類｡ 4は長軸端部にはたたき痕が見られる｡ 6は砥石1類。凹み状のすり面をもつ｡ 7 ･ 8は彫

器様石器。 7は素材剥片の平坦打面を打点として樋状剥離が施される。打角は約85.である。 8は素

材剥片の折れ面を打点として樋状剥離が施される。打角は約75.である。 9はたたき石1類。 10．11

は石錘である。

H-2 (図Ⅳ－3)

遺物

土器（図Ⅳ－3）

I群D類(37) I群E類(353) I群F類(15)、計405点出土した。そのうち床面・床面直上から

はI群D類(2) I群E類(220) I群F類(3)が出土している。

1～7は床面・床面直上・柱穴出土である。 1は床面直上と柱穴(HP-1)出土の資料が接合し

た。口縁部は4カ所の波頂部を持つ波状口縁である。体部には横走する沈線文上に4本一組の1本描

き沈線を斜位に加えて菱目状の文様構成を作出している。2は床面直上から出土した。体部上半を欠

失する。体部下半に3本一組の1本描き沈線を斜位に施した後、沈線間に縦位・横位等の短い沈線を

1



第Ⅳ章遺構出土の遺物

加えている。底部付近には横走する沈線文が施されている。3は覆土Ⅲ層・覆土1層・床面直上出土

の資料が接合した。体部には横走する沈線が施されている。 4は炭化物層から出土した。口縁部には

刻みが加えられた太い貼付帯が施されている。体部には4本一組の1本描き沈線を斜位に施した後、

沈線間に短い斜行沈線を加えている。体部内面には横位の条痕が認められる。 5は床面直上・覆土1

層出土の資料が接合した。口唇部断面形は角形である。体部には不規則な浅い沈線文が施されている。

体部には半裁竹管状工具内面による沈線文が施されている。 6は床面直上・覆土l層出土の資料が接

合した。4と同一個体の可能性がある。 7は平底の底部破片で、外面にはナデ調整が加えられている。

8．9は覆土出土のI群D類である。 8の口唇部断面形は角形で、口唇部・口唇部直下に貝殻腹縁

圧痕文が加えられている。体部には条痕、口縁部内部には貝殻背面圧痕文が認められる。 9の体部に

は摘み揚げによる爪形文が施されている。胎土は多量の砂粒を含み、脆弱である。

石器（図Ⅳ－3 図版177）

石錐1点・石槍5点・石匙1点・箆状石器1点・スクレイパー8点･Rフレイク17点・剥片52点・

砥石2点・石錘3点・石皿1点が出土した。掲載石器のうち、 1～5は覆土出土、 6～9は床面・床

直上出土である。

1は石槍1a1類。周辺加工で整形される｡ 2は箆状石器。腹面の両側縁を加工し、基部を整形す

る。 3はスクレイパー2d'類。両側縁に約60°の打角で、錯交剥離を施し、刃部が作出される。 4は

砥石1類。 5は石皿。平坦面にくぼみ状のたたき痕が見られる。6．7は石槍。破損により、細分類

は不明。7は錯交剥離により整形される｡ 8はスクレイパー2a類。腹面端部に刃部が作出される。

腹面左側縁には、刃こぼれ状の微細剥離痕が並ぶ｡ 9は石錘。縁部につぶれ状のたたき痕が見られる｡

H-3 (図Ⅳ－4～8)

遺物

土器（図Ⅳ－4．5）

I群D類(180) I群E類(610) I群F類(50) I群G類(1) I群(1)、計842点出土した。そ

のうち床面・柱穴(HP)からはI群D類(13) I群E類(189) I群F類(5) I群(1)が出土

している。

1～11は床面・柱穴(HP)出土である。 3はI群D類である。調査区26-26 (Ⅲ層）出土の資料

と接合した。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面にへう状工具による刻目文が加えられている。

口縁部には羽状の貝殻腹縁圧痕文が2段施文された後、棒状工具による刺突文が2列加えられている。

体部には縦位の貝殻腹縁圧痕文が施され、部分的に横位の貝殻条痕が加えられている。 1 ． 2． 4～

9はI群E類である。 1は床面出土である。平縁の小型土器である。口縁部は外反し、外面からの穿

孔が4カ所加えられている。体部には半裁竹管状工具内面による沈線文が斜位に、体部内面には条痕

が認められる。内面には炭化物が多量に付着している。 2は床面・同覆土5層から出土した。器形は

底部から開き気味に立ち上がる。口縁部は7カ所ほどの小突起をもつ波状口縁である。器面には口縁

部では横位に、体部では縦位にナデ調整が加えられている。体部内面には横位の条痕が認められる。

4の口縁部には丸く太めの施文具外面で斜位の沈線文が施文されている。 5．6は半裁竹管状工具内

面による沈線が認められるものである。 7～9は棒状ないしへラ状の施文具による1本描き沈線が認

められるものである。 7は小波状口縁である｡ 8 ･ 9無文で、 8の口唇部断面形は肥厚し、 9の口唇

部断面形は角形で、口唇端部に刻目文が加えられている。 10．11はI群F類である｡ 10は不規則な斜

行縄文が施されている体部破片である。 11は底部破片で、底部内面・底面に縄文が施されている。底

2



1．住居跡出土の遺物

端部は張り出し、縄による側面押圧文が加えられている。

12～36は覆土出土である。12～14．17～25はI群D類である。 12は覆土5層から出土し、調査区28

－28（Ⅲ層）28－29（Ⅲ層）29－29 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口唇部断

面形は切り出し状気味で、口唇端部に刺突文が加えられている。口唇部内外面には貝殻腹縁圧痕文が

縦位に施されている。口縁部の上端には1条の貝殻腹縁圧痕文が施され、その下位には鋸歯状の貝殻

腹縁文が施され、下端に鋸歯状沈線文が加えられている。体部は無文で、上半には指頭による横位の

整形痕が認められる。 13は覆土5層から2点出土し、 H-15 (覆土1層) P-14 (覆土1層) P-69

(覆土1層）調査区26-27 （Ⅲ層） 26－28 （Ⅲ層） 27－28 （Ⅲ層) 27-29 (m層) 28-28 (Ⅲ層) 28

－29 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面に貝殻腹縁圧痕文が

加えられている。口縁部は2列一組の刺突文で区画され、 2条の鋸歯状沈線文が横環している。 14は

覆土3層から出土し、H-14 (Ⅲ層) H-72 (覆土1層)、調査区30-27 (Ⅲ層) 30-28 (Ⅲ層）から

1点ずつ出土し、調査区30-29 （Ⅲ層）出土の資料12点と接合した。口唇部断面形は切り出し状で、

口唇外面には横位の刺突列が加えられている。口唇部直下には刺突列と横環する2条の沈線文が加え

られている。体部内外には条痕が認められる。 17の口唇部断面形は切り出し状で、口縁部は4カ所の

波頂部をもつ波状口縁である。口唇端部には摘み揚げによる爪形文が施されている。口唇部外面には

貝殻腹縁圧痕文が施され、内面には貝殻腹縁圧痕文と刺突文が鋸歯状に施文され、その下位には貝殻

腹縁文施文時に偶然付いたと思われる爪形圧痕が認められる。口縁部には波頂部から垂下する刺突文

や口縁部文様帯の上下を区画する刺突文が施され、上端には小波状の沈線が加えられている。器面内

外にナデ調整が加えられている。 18は調査区28-26 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は

切り出し状である。口縁部には貝殻腹縁文・沈線文（横走、鋸歯状） ・刺突文が施文されている。器

面調整・施文いずれも粗雑である。 19は同覆土4層(1点） とH－1覆土1層(2点）出土の資料が

接合した。口唇部断面形は角形で、口唇部内外には貝殻腹縁による押引文が施されている。口縁部に

は横環する沈線文と刺突文が加えられている。20の口唇部断面形は切り出し状で、口唇端部には刻目

文、口唇部には貝殻腹縁による押引文が加えられている。口唇下端から口縁部にかけて小さな波状沈

線文と刺突文が交互に施文されている。21の口唇部断面形は角形で、口唇部に貝殻腹縁圧痕文が加え

られている。口縁部には横走する貝殻腹縁圧痕文と刺突文が施文されている。22は同覆土5層から出

土し、H-3 (覆土1層)、H-2 (覆土2層)、H－13 (覆土1層)、H-17 (覆土2層)、H-149(覆

土1層） と調査区25-28（Ⅲ層）26－26 （Ⅲ層）26－27 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面

形はやや外反気味の切り出し状である。体部にはロッキングによる貝殻腹縁圧痕文が底部まで間隔を

もち施文されている｡23の口唇部断面形は角形で、口縁部には横走する貝殻条痕文が施されている。

器面調整は粗雑で、内面には不規則は貝殻条痕が認められる。24．25は体部破片で、24には沈線文・

爪形が、25には沈線文・円形刺突文が施されている。 15．16．26～36はI群E類である。 15は同覆土

5層から出土し、H-19 (覆土2層) ･同（覆土Ⅲ層)、調査区27-26 (Ⅲ層) 28-26 (Ⅲ層) 28-28

(Ⅲ層) 32-27 (I層) 32-28 (Ⅲ層) 32-30 (Ⅲ層）出土の資料と接合した。底部は欠失する。器

形は筒形である。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口縁部にはタガ状の貼り付けが施

され、口唇部断面形は肥厚する切り出し状である。口唇端部4カ所には縦位の貼り付けによる小突起

が施され、口唇部には2条の沈線文が施されている。体部には横位に貝殻条痕が認められる。内面調

整は丁寧でミガキ調整が施されている。 I群D類の新しい段階のものの可能性がある｡ 16は底部破片

である。26．27は幅広の施文具で浅い条痕が施されている｡28･29は細い条痕文が認められるもので

ある。30．31は無文のものである。32の口縁部は肥厚し、体部には太めの条痕文が認められる｡33は

3



第Ⅳ章遺構出土の遺物

細い条痕上に余肱の太い沈線文が加えられた体部破片で、調査区26-28 （Ⅲ層）28－26（Ⅲ層）出土

の資料と接合した。34．35は底部破片である。36はI群F類である。わずかに残る頸部には縄線文が、

体部上半は斜行縄文、下半は菱目状に縄文が施文されている。胎土には繊維を含み、砂粒が多い。

石器（図Ⅳ－6～8 図版178～182）

石錐3点・石槍3点・石錐7点・石匙3点・彫器様石器32点・スクレイパー34点．Rフレイク125

点･Uフレイク8点・石核2点・剥片496点・石斧1点・たたき石13点・すり石13点・砥石19点・石

鋸3点・石錘33点・石皿3点が出土した。掲載石器のうち、 1～33は覆土出土、34～50は床面・床面

直上出土である。

1は両面加工の石鍼3類。基部は欠損する。 2は石錐2b類。腹面の周辺部と背面が細かく加工さ

れる。腹面の加工は背面の加工に先行する。 3．4は石錐1類。ともに素材剥片の端部に機能部をも

つ。縁部には棚田剥離痕が見られる。5は覆土4層出土の彫器様石器と覆土2層出土の剥片の接合資

料。素材打面を打点として、樋状剥離が施される。打角は約85.である。 6はすり石2類◎周縁部に

は班状・ くぼみ状のたたき痕が見られる｡ 7は石槍2a1類、基部付近の側縁に茎部が作出される。

先端部には錯交剥離が施される。8．9は石錐2類。 8は側縁が約80.の打角で加工される｡ 9は折

れ面と側縁に高角度の加工を施し、機能部が作出される。 10は石匙2a類。つまみ部は素材剥片の端

部側に作出される。腹面の加工は背面に先行する｡ 11は石匙5類。つまみ部は素材の剥離端部に作出

される。背面周縁部は約60.の打角で加工される。 12～17は彫器様石器。 12は折れ面を打点とする樋

状剥離が片側縁に施される。接合した剥片にも素材腹面を打点とする樋状剥離が施される。素材は石

匙5類であるが、平行に加工されたつまみ部と、端部に直線的な素材縁部をのこし、 トランシェ様石

器と呼ばれるものに近い。 13は折れ面を打点として樋状剥離を両側縁に施す。打角は約70.である。

14は彫器様石器と剥片の接合資料。接合した剥片は、素材の側縁を打点として剥離される。先行する

樋状剥離は、折れ面が打点となる｡ 15の素材は、端部に挟り状の加工が施される。樋状剥離はいずれ

も折れ面を打点とする。 16は縦長剥片の折れ面を打点として2条、端部側の二次加工面を打点として

1条の樋状剥離が施される。 17は素材腹面の両側縁部に加工を施し、折れ面を打点として樋状剥離が

行なわれる。 18～22はスクレイパー｡ 18は1類。腹面周縁部の加工は背面に先行する。 19は2a類。

20は2d類。側縁に錯交剥離を施し、刃部が作出される。21 ．22は2a類。23～25はたたき石1類。

26～28はすり石2類。26は平坦面に、27．28は縁部にすり面をもつ｡29～31は石鋸。29の縁部は敲打

される。30は平坦面に凹状のすり面をもつ。31は片面に平坦なすり面をもつ｡32．33は砥石1類。と

もに平坦で目の細かなすり面を両面にもつ。34～36．38．39は彫器様石器。34～36は折れ面を樋状剥

離の打点とする｡34は約60.の打角で樋状剥離が行なわれる。35は背面右側縁の打角が約60.、左側縁

の打角が約80.である。36は背面右側縁に樋状剥離が行なわれる。打角は約70.である。腹面端部にも

背面を打点に樋状剥離が行なわれる。38は両側縁に樋状剥離面をもつ。背面左側縁の樋状剥離後に打

面側が折り取られる。背面右側縁の樋状剥離の打角は約80.である。39は折れ面から約75°の打角で1

条、素材打面から約85.の打角で1条の樋状剥離が施される｡37はスクレイパー2d類｡40～42はた

たき石1類。42は片面に打ち欠きを受ける｡43はすり石1類。三角柱状の礫を素材とする。44～46は

砥石1類。44．45は目の細かなすり面をもつ。46は床面と覆土5層から出土した砥石の接合資料。両

面に目の細かなすり面をもつ。47．48は石錘。49．50は石皿。

土製品（図Ⅳ－8）

51は土器片錘である。 I群D類の無文の体部破片を用いている。52～56は円盤状土製品で、いずれ

もI群E類の破片が用いられ、周縁に擦りが加えられている｡52．53には1本描き沈線文が、54～56
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1．住居跡出土の遺物

には条痕が認められ、このうち52～55には穿孔が認められる。

石製品

軽石製石製品が1点出土した。掲載はしない。

H-4 (図Ⅳ－9)

遺物

土器（図Ⅳ－9）

I群D類(31) I群E類(81) I群F類(323)、計435点出士した。そのうち床面直上からはI群

D類(15) I群E類(12)が出土している。

1～7は床面直上出土である。 3はI群D類の体部破片で、器面内外に条痕が認められる。 1 ．2

はI群E類である。 1は床面直上・同覆土1層から出土し、調査区29-26 (I層）出土の資料と接合

した。口縁部を欠失する。底部は揚げ底で、底端部は張り出す。体部上半に並列した3列ほど円形刺

突文が部分的に垂下する。体部内外面に横位の条痕が認められる。胎土には少量の繊維を含む。器壁

は薄い｡ 2は1と同一個体と思われる底部破片である。揚げ底で、端部は張り出す。 4～7はI群F

類である。 4は同床面直上・同覆土1層･H-12 (覆土1層: 3点）出土の資料と接合関係が認めら

れている。器形は径6.5cmほどの底部から体部中半ごろまで開き気味に立上り、上半は口縁部付近で

やや内湾するが垂直に立ち上がる。底端部は張り出す。底面は揚げ底気味で、 2本一組の撚糸の回転

文が施されている。体部は口縁部・体部上半・体部下半の大きく3つに分けられる。口縁部には、本

来、無文地にモール状の縄線文と横環する縄線文が組み合わされ施されていたものと思われるが、体

部上半文様帯と同じ斜行縄文が再度重ねて施文されたため、口縁部の縄線文は、部分的に消されてい

る。体部上半には斜行縄文(RL)が、体部下半には2本一組の撚糸の回転文が施されている。胎土

には砂粒・小礫を含む。調整は比較的丁寧である。 5は大型破片である。口径は約22cmほどになるも

のと思われる。口縁部の無文地上に入れ子のモール状の縄線文と横環する縄線文が組み合わされて施

文されている。口唇部には縄の側面圧痕文が加えられている。内面調整は粗雑である。胎土には砂粒

・小礫を多く含む｡ 6の口縁部は折り返し口縁である。口唇部には縄線文が施されている。内面調整

は粗雑である。胎土には砂粒・小礫を多く含む。 7は菱目状の縄文が施された体部破片である。

8～13は覆土ないしⅢ層出土である。 8． 9はI群D類である｡ 8の口唇部断面形は切り出し状で

ある。口唇部内外に貝殻腹縁の押引文が施され、口縁部には横位に圧痕文が加えられている｡ 9は体

部下半を欠失する。口縁部がくびれる。体部には大きい波状の貝殻腹縁による押引文と条痕文が交互

に施文され、さらに貝殻腹縁の押引文が方向を変えて施文されている。器壁は薄い。内面調整は比較

的丁寧である。胎土は砂粒を多く含むが、精級である。 10．11はI群E類で、 10は無文土器でナデ調

整が加えられている。 11には条痕が認められる｡ 12．13はI群F類である。 12は口縁部破片である。

体部・口唇端部に縄文が施されたのち、口縁部に横環及び斜位の縄線文が加えられている。同一個体

がH-7 (覆土の2層)、H-12 (覆土4層)、調査区26-25･31-29 (Ⅲ層）からも出土しているが

接合しなかった。 5は底部破片である。底径は4cmである。底面はやや揚げ底気味で、縄文が施され

ている。

石器（図Ⅳ－9 図版177）

石槍1点・スクレイパー7点･Rフレイク9点･Uフレイク2点・剥片32点・すり石3点・石錘5

点・石皿2点が出土した。掲載石器は覆土出土である。

1は石槍1a2類。基部は無加工で素材の腹面を残す。2～4はスクレイパーo 2は2d類。 3は

5
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2c類｡ 4は2d類。腹面の周縁に刃部をもつ。 5はすり石2類。

土製品（図Ⅳ－9）

6～9は円盤状土製品である。いずれもI群E類の体部破片が用いられている。 6は、斜位の条痕

上に1本描き沈線文が加えられた体部破片が素材として用いられ、穿孔が加えられている。 7． 8は

未成品で、穿孔途中のものである。 9は破損品で、穿孔が認められ、周縁には擦りが加えられている。

H-5 (図Ⅳ-10)

遺物

土器（図Ⅳ-10）

I群D類(83) I群E類(221) I群F類(15)、計319点出土した。そのうち床面からはI群D類(21)

I群E類（74）が出土している。

1～8は床面出土である。 3はI群D類である。小型土器の波状口縁部の破片で、体部は無文であ

る。 1 ．2．4～8はI群E類である。 1は床面・覆土2層から出土した。平底の無文土器である。

口唇部断面形は切り出し状である。器面調整は丁寧で外面にはミガキ調整が施されている。内面には

条痕、多量の炭化物付着が認められる。 2は口唇部を欠失する。 11の口縁部資料は接合関係が認めら

れなかったが同一個体と思われる。底部は平底で、底端部は張り出す。口縁部には不規則な爪形文が

加えられている。胎土は砂粒を多く含み、脆弱である。 4の口唇部断面形は角形で、口縁部に大目の

棒状工具による沈線が加えられている。 5．6は無文土器、 7． 8は底部破片である。

9～16は覆土出土の資料である｡ 9 ． 10はI群D類である｡ 9は外反気味の口縁部破片で、口縁部

を横走する貝殻腹縁文で区画し、複合鋸歯状の貝殻腹縁圧痕文が施文されている。 10は無文の口縁部

破片で、口縁部断面形は切り出し状を呈す｡ 11～13はI群E類で、 11の口唇に刻目文が加えられてい

る｡ 12． 13は底部破片で、 12は1本描き沈線文が、 13には半裁竹管状工具内面による沈線文が体部に

施されている｡ 14～16はI群F類の体部破片である｡ 14は貼付帯が施され、体部に縄端を意識した幅

2cm程の斜行縄文が段状に施されている。 15は縄文が菱目状に施されている。 16は撚りの異なる2種

類の原体を用い羽状縄文が施されている。

石器（図Ⅳ－10図版183)

石錐3点・石匙3点・スクレイパー3点･Rフレイク6点・石核1点・剥片366点・たたき石2点

・すり石4点・砥石7点・石鋸1点・石錘13点が出土した。掲載石器のうち、 1～8は覆土出土、 9

．10は床面出土である。

1～3は石錐で、いずれも先端に摩耗痕が見られる。 1は3類。両側縁を内湾させ、機能部が作出

される。 2は4類。剥片の2端に機能部が作出される｡ 3は6類で石槍転用。 4～6は石匙2a類。

4は両側縁が平行に加工される。 5は腹面端部を、約60.の打角で、直線的に加工する。 6は腹面右

側縁の2カ所に約75｡の打角で挟入部が作出される。 7はすり石2類。 8は砥石1類。目の細かなす

り面をもつ。 9は石核。打面は礫面である｡ 10はすり石2類。 11は石錘である。

土製品（図Ⅳ-10)

12．13は円盤状土製品である。いずれもI群E類の無文土器の体部破片を用いている。12は未成品

で、穿孔途中である。 13は穿孔が加えられ、周縁には擦りが施されている。

石製品（図Ⅳ－10図版396)

軽石製石製品1点・円盤状石製品2点が出土した。

14．15は床面出土の石製円盤。ともに、縁部を打ち欠いて成形され、縁部が部分的に研磨される。
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中央部の貫通孔は、両面から回転穿孔される。 14は砥石の転用品と思われる。

H-6 (図Ⅳ-11)

遺物

土器（図Ⅳ-11）

I群D類(61) I群E類(24)､計85点出土した｡そのうち床面・床面直上・焼土からはI群D類(15)

I群E類（11）が出土している。なお、床面・焼土出土の資料は小破片や磨滅が著しいため掲載でき

なかった。

1～3は床面直上出土である。 1 ． 2はI群D類である。 1は体部破片で、表面はナデ調整、裏面

には貝殻条痕力認められる。2．3は底部破片である。

4は覆土出土である｡ 4はI群D類である。口縁部は波状である。体部には不規則な貝殻条痕が認

められる。内面には横位の条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－11 図版184）

石雛1点・石錐2点・石匙1点・スクレイパー8点･ Rフレイク1点・剥片13点・石斧1点・すり

石3点・砥石2点石鋸2点・石錘7点が出土した。掲載石器のうち、 1～5は覆土出土、 6～15は床

面・床直上・焼土出土である。

1は石錐6類。スクレイパーからの転用。 2．3はスクレイパー。 2は2a類。 3は2c類。刃部

の腹面には刃こぼれ状の微細剥離痕が見られる。 4は石斧1類。器体は長軸方向の研磨で整形される。

両面とも、縁部付近では斜位の研磨が行なわれる。側縁部に折り取り痕が残る。刃部は短軸方向の研

磨で研ぎ出される。刃部に平行する明瞭な鎬をもつ。刃部には長軸方向の線条痕が見られる。 5はす

り石1類。 6は石錐4類。長軸両端に機能部が作出される。片面には焼け弾け痕が見られる。 7は石

匙2a類。腹面両側縁には微細剥離痕が並ぶ。 8～10はスクレイパー。8は1類。素材の背面・打面

には礫面をもつ。 9は2a類。 10は2d'"｡ 11は石鋸。 3縁に刃部をもち、使用時に刃部の転移が

行なわれる。各刃部の厚さに差は見られない。 12～15は石錘。

H-7 (図Ⅳ-12)

遺物

土器（図Ⅳ-12）

I群D類(14) I群E類(12) I群F類(35)、計61点出土した。すべて覆土出土である。

2．3はI群D類である。 2は体部破片で、内外とも貝殻条痕が認められる。 3は底部破片で、丸

底ないし平底になるものと思われる。体部には貝殻背面圧痕文が施されている。 4．5はI群E類で

ある。4は口縁部に条痕を施した後、横位に1本描き沈線文が加えられている。 4は横走する沈線が

加えられている。 1 ．6はI群F類である。 1は覆土2層出土で、 H-2 (覆土1層）出土の資料と

接合関係が認められている。底部を欠失する。無文地の口縁部文様帯には横環する縄線文を施文後、

モール状の縄線文が加えられ、更に円形刺突文が加えられている。体部上半には段状施文の斜行縄文

(LR)が、下半部には不規則な斜行縄文が施されている。胎土は砂粒・小礫を多く含み脆弱である。

調整は粗雑である。 6は、調査区26-25（Ⅳ層） と31-29 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。そしてH

－4覆土（Ⅲ層) H-12 (覆土4層）調査区26-25 (Ⅲ層) 31-29 (m層）から同一個体が出土して

いる。口縁部文様帯を区画するナデ調整が縄文施文後に加えられている。口縁部文様帯には縄線文が

施文されている。内面にも縄文が施されている。胎土に砂粒・小礫を含む。調整は丁寧である。
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第Ⅳ章逝構出土の遺物

石器（図Ⅳ－12図版182）

石錐1点．スクレイパー1点．Rフレイク3点・剥片13点が覆土から出土した。

’は石錐4類。基部の両側縁には挟入部をもち、石匙の転用品の可能性がある。 2はスクレイパー

2a類。

H-8 (図Ⅳ-12)

遺物

土器（図Ⅳ-12）

I群D類(6) I群E類(33) I群F類(4)、計43点出土した。すべて覆土出土である。

1 ．2はI群E類である。 1は底部で、覆土Ⅲ層出土の破片と接合した。底部はやや揚げ底気味で、

底面・体部には沈線文が施文されている。内面に条痕が認められる｡ 2は沈線文が施された体部破片

である。

石器（図Ⅳ－12図版182）

Rフレイク2点･Uフレイク2点・剥片3点・すり石4点・石皿1点が出土した。掲載石器は覆土

出土である。

1～3はすり石1類。 1は長軸端部につぶれ状のたたき痕をもつ。 2は平坦面に班状のたたき痕が

見られる。 3は平坦面にはくぼみ状のたたき痕をもつ。

土製品（図Ⅳ-12）

4は円盤状土製品の未成品である。沈線文が加えられたI群E類の体部破片を用いている。わずか

に穿孔途中の痕跡が認められ、周縁には擦りが加えられている。

H-9 (図1-13)

遺物

土器（図1－13）

I群D類(14) I群E類(34) I群F類(10)、計58点出土した。すべて覆土出土である。

1はI群D類で、器面内外に貝殼条痕力認められる。 2．3はI群E類である。 1は小波状口縁に

なるものと思われ、体部には条痕が認められる。 2の口唇部断面形は角形で、口唇端部に刻目文が加

えられている。体部外面にはミガキ調整が施され、内面には横走する条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－13図版185）

石錐1点･Rフレイク1点･Uフレイク1点・剥片7点・スクレイパー3点・石錘9点が出土した。

掲載石器のうち、 2～4は覆土出土、 1 ．5～9は床面出土である。

1は石錐2類。折れ面を打点として素材腹面に加工を施し、機能部が作出される。 2～4はスクレ

イパー。2は2d類｡ 3 ･ 4は2a類｡ 5～9は石錘である。

H－10 (図Ⅳ-13)

遺物

土器（図Ⅳ-13）

I群D類(13) I群E類(7)、計20点出土した。すべて覆土出土である。

1はI群D類で、器面内外に条痕が認められる。

石器

8



1．住居跡出土の遺物

剥片が22点出土した。掲載はしない。

H-11 (図Ⅳ-14)

遺物

土器（図Ⅳ-14）

I群B類(0) I群D類(52) I群E類(117) I群F類(263) I群(1)、計434点出土した。そ

のうち床面直上からはI群F類（2）が出土しているが小破片のため掲載できなかった。いずれも縄

文のみが施されたものである。

1～9は覆土ないし覆土Ⅲ層中から出土した資料である。 3はI群B類の口縁部破片である。口唇

部断面形は角形気味である。口唇部には貼り付けによる小突起が加えられている。口縁部にはナデ調

整が加えられ、文様帯には連続刺突と貝殻腹縁圧痕文が施されている。4はI群D類で、口縁部は波

状口縁である。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部には貝殻腹縁圧痕文が加えられている。器面調

整は丁寧である。 2．5～9はI群E類である。 2は覆土Ⅲ層から出土し、調査区30-28 (Ⅲ層）出

土の資料と接合した。体部には半裁竹管状工具内面による横位の沈線文上に斜位の沈線文を部分的に

加えている。内面にはへう状工具による条痕が認められる。 5の体部には、条痕上に沈線文が施文さ

れている。 6の体部には不規則な擦痕が認められる。 7．8は貼付けが施されたものである｡ 7は貼

付帯施文後、口唇端部にへう調整が加えられ、口唇部断面形は角形を呈す。 8は断面三角形の貼付帯

が口唇直下に施されている。 9は底部破片で、底端部が張り出す。 1はI群F類で、覆土1層、同Ⅲ

層出土の資料が接合した。口縁部を欠失する。底部は揚げ底気味で、底面に縄文が施されている。体

部上半は不規則な斜行縄文が、下半は菱目状の縄文が施されている。器面調整は粗雑である。胎土に

は砂粒・小礫が多く、少量の繊維も含む。

石器（図Ⅳ－14図版186）

石鍼1点・石槍2点・両面調整石器2点・石匙2点・彫器様石器2点・スクレイパー12点･ Rフレ

イク8点･Uフレイク4点・石核2点・剥片71点・研磨石材1点・すり石6点・砥石4点・石錘10点

が出土した。掲載石器のうち、 1～7．9～11は覆土出土、 8 ．12は床面出土である。

1は石雛2b類。先端部は両面が加工されるが、基部側は素材腹面を一部に残す。基部は、腹面の

加工が背面に先行する。 2．3は石槍｡ 2は1a3類。基部には厚みが残る。3は基部が欠損するが、

la3類と思われる｡ 4は石匙3類。両側縁には微細剥離痕が並ぶ。 5は彫器様石器。腹面から背面

にかけて樋状剥離が行なわれる。背面側の樋状剥離の打角は約95.である｡ 6はスクレイパー2d類。

錯交剥離により刃部が作出される。腹面側の刃部は鋸歯状を呈する｡ 7は石核｡H-11－Ⅲ層出土の

2点が接合した。破損後も剥離作業が行われる。両面とも作業面を固定し、打点を移動させながら剥

離作業が行なわれる。現存部には、礫面を打点とする剥離面は見られない。 8は研磨石材。両面が研

磨される。片面には長軸方向の研磨痕をもつ。 9～11はすり石｡ 9は2類｡ 10．11は1類で、平坦面

に班状のたたき痕が複合する。 12は石錘。

H-12 (図Ⅳ-15～17)

遺物

土器（図Ⅳ－15．16）

I群D類(98) I群E類(473) I群F類(408) I群(5)、計984点出土した。そのうち床面から

はI群D類(7) I群E類(117) I群F類(10)が出土している。
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第Ⅳ章遺構出土の遺物

1～10は床面出土である。 1～8はI群E類である。 1は調査区34-33（Ⅲ層）36－35 （Ⅲ層）36

－37 （Ⅲ層） 38－37 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。器形は、底端部が張り出す。体部は底部からわ

ずかに開き気味にストレートに立ち上がる。器面内外にはミガキ調整が加えられ、体部上半には斜位

の1本描き沈線文上に横走する沈線文が加えられている。 2の器形は平底の底部からやや丸味をもち

立ち上がり、体部上半で外反し、 くびれをもつ。口唇端部には刻目文が加えられている。体部には2

本一組の沈線が菱目状ないし綾杉状に施文されている。胎土は砂粒を多く含み、脆弱である。 3は体

部下半を欠失する無文土器である。器形は体部上半で開く。口縁部はゆるやかな波頂部をもつ波状口

縁である。口唇端部にはへう調整が加えられ、口唇部断面形は角形である。器面調整は内外とも丁寧

である。器壁は厚い。胎土は肌目が細かく、 I群E類の胎土とはやや異なる｡ 4は1本描き沈線文が

施されたもの。5は2本一組の沈線文が施されたもので、 2と同一個体の可能性がある。口唇部には

刻目文が加えられている。 6の口唇直下には円形刺突文が加えられている。 7． 8は無文のものであ

る。 9． 10はI群F類である。 9は不規則な斜行縄文が施されている。 10はH－4の復原土器（図Ⅳ

－4） と同一個体である。斜行縄文と2本一組の撚糸文が施されている。

11～37は覆土出土である。11 ． 15～17はI群D類である。 11は覆土4層から土器片1点が出土し、

調査区28-28 （Ⅲ層） 28－29（Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部

内外に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。体部には粗いナデ調整が加えられている。 15の口唇部断面

形は切り出し状である。口唇部内外に貝殻腹縁による押引文が加えられている。波頂部下位の口縁部

には貝殻腹縁圧痕文と刺突文が加えられた沈線文および波状沈線文で菱目ないし三角状の文様構成を

作出している。 16の口唇部断面形は丸味をもつ。口縁部下端は横走する沈線文・連弧状の沈線文・連

続刺突文で区画きれ、口縁部には鋸歯状沈線文と沈線に沿って施された2列の刺突文が施文されてい

る。胎士には多量の砂粒を含む。 17の口縁部断面形は切り出し状である。体部内外に貝殻条痕が認め

られる。口縁部には横走気味の貝殻腹縁圧痕文が施され、斜位の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。

12．13．18～29はI群E類である。 12は覆土4層から出土した。器形は底部からやや開き気味に立ち

上る。口縁部は緩やかな波状口縁である。体部上半は横位の条痕上に斜位の1本描き沈線が加えられ

ている。体部下半にはナデ調整が加えられている｡ 18～22は1本描き沈線文が施されたものである。

18は緩やかな波状口縁になるものと思われる。口唇部断面形は角形で、口唇端部には刻目文が加えら

れている。体部には1本描きの横走沈線文上に縦位・斜位の沈線文が加えられている。器面内面には

条痕が認められる。 19の口唇断面形は角形で、口唇端部に刻目文が加えられている。体部には多段の

文様帯をもち、 1本描き沈線4本一組の鋸歯状沈線文が2段施されている。20は縦位の沈線文上に曲

線状（連弧状）の沈線文と横走する沈線文が加えられている。21は横走する沈線のみのものである。

22は縦位の沈線上に菱目状の文様を構成すると思われる2本一組の1本描き沈線文と刺突文が沈線文

に沿って加えられている。23～25は無文で、23の口縁部には貼付帯が施されている。口縁部断面形は

角形である。器面内外に横位の条痕が認められる。24の口縁部は外反し、口唇部断面形は角形である。

器面内外に条痕が認められる。25の器形は体部上半でややくびれる。口唇端部にはへう調整が施され、

断面形は角形である。器面にはミガキ調整が施されている｡26は体部破片である。体部には沈線文で

市松文様状の文様構成を作出している。 13．27～29は底部である。 13は調査区29-28 （Ⅲ層） 30－27

(Ⅲ層）30－28（Ⅲ層） 31－27 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。底端部は張り出し、丸味をもちなが

ら立ち上がる。体部外面には条痕が認められるが、内面にはミガキ調整が施されている。胎土は砂粒

が少なく、肌目が細かい。27の体部には縦位の沈線状に横位の沈線文が加えられている｡28．29の体

部には僅かに条痕が認められる。14．30～37はI群F類である。 14は覆土4層（49点）から出土し、
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l .住居跡出土の遺物

調査区27-25（3点）29－25 （1点）29－28（24点）のⅢ層出土の資料と接合した。体部下半を欠失

する。口縁部は緩やかな波状気味である。体部上半はわずかにくびれる。体部には縄文で菱目状の文

様構成が作出されている。30．31は同一個体である。口縁部に||155cmの無文帯を残し体部に縄文を施

文した後、無文地上に2本一組の縄線文で口縁部の文様帯を区画し、さらに、上下を結ぶ縦位の縄線

文を数本加えている。口縁部文様帯直下には縄端を意識した1幅2cm程の段状の斜行縄文を曲線状（連

弧状？）に施文し、体部文様帯を作出している。接合関係は認められなかったが35.36は同一個体の

可能性がある。体部には縄端を意識した幅2cm程の段状の縄文が曲線状（連弧状？）に施文され、 36

は曲線状（連弧状？）が施文されない部分に横位の縄圧痕文（縄線文）が部分的に加えられている。

内面調整は粗雑である。胎土には砂粒・小礫を多く含む。32は無文地上に横環する2本の縄線文が加

えられたのち、縦位の弧状気味の縄線文が施されている。口唇端部・裏面にも縄文が施されている。

33の同一個体はH-4 (覆土Ⅲ層)、H-7 (覆土2層)、 H-12 (覆土4層)、調査区26-25 (Ⅲ層）

と31-29 （Ⅲ層）から出土している。34の口唇部断面形は角形で、口唇端部には縄線文が加えられて

いる。体部には不規則な羽状縄文が施文されている。器面調整は粗雑である。37は口縁部文様帯付近

の破片と思われる。覆土4 ． 3層から出土した。文様帯には絡条体圧痕文が施されている。絡条体圧

痕文の原体は平らで軟らかな棒状の軸に繊維を鋸歯状に巻きつけたものである。体部には縄文が菱目

状に施されている◎器面調整は粗雑で、内面には指頭痕が認められる。

石器（図Ⅳ－17図版187）

石錬1点・石槍6点・石錐2点・両面調整石器1点・箆状石器1点・彫器様石器1点・石匙2点・

スクレイパー21点．Rフレイク17点･Uフレイク2点・剥片145点・たたき石2点・すり石5点・砥

石11点・石錘14点・石皿2点が出土した。掲載石器のうち、 1～3．5～9は覆土出土、 4． 10～16

は床面出土である。

1は石雛1b類。両面に加工が施される。 2．3は石槍la2類。 2は主に素材腹面に加工が施さ

れる。基部は背面が加工される。 3は両面が加工される。 4は石槍lal類。両面の側縁部が加工さ

れる。基部には素材打面をのこす。 5は石槍2b1類。両面が加工される。 6は石錐1類。腹面の端

部が加工される｡ 7は箆状石器。腹面両側縁が加工される｡ 8は彫器様石器。縦長剥片を素材とし、

腹面の両側縁に樋状剥離面をもつ。左側縁の樋状剥離は、腹面の二次加工面を打点とする。右側縁の

打角は約75.、左側縁の打角は約90.．腹面左側縁の樋状剥離面にはH-12-覆土4出土の剥片が接合

した。掲載した側面図は樋状剥離後の状態である。 9はすり石1類。平坦面のすり面には班状のたた

き痕が複合する。 10は石錐1類。横長剥片の端部に機能部を作出する。先端部には摩耗痕が見られる。

11 ．12は石匙。 11は1類。つまみ部は欠損するが、石槍の端部付近の両側縁に挟入部を作出し、石匙

に転用したものと思われる｡ 12は5類。基部は背面右側縁の加工が先行するが、器体は主に腹面に加

工が施される。 13． 14はスクレイパー。 13は2d類。 14は2b類で、素材は礫打面をもつ。 15はすり

石2類。 16は砥石。片面は目の細かなすり面であるが、一方の面は平坦な粗割面にすり痕が部分的に

見られるのみである。

H-13 (図Ⅳ-18)

遺物

土器（図Ⅳ-18）

I群D類(34) I群E類(11)、計45点出土した。そのうち床面･HPからI群D類(1) I群E

類（1）が出土している。
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第Ⅳ章遺構出土の遺物

1はHPから出土したI群D類である。調査区26-27 (Ⅲ層） と接合し、 H－1からは同一個体が

出土している（図Ⅳ－2－2)。口唇部断面形は角形で、口唇部内外に貝殻腹縁による押引文が加え

られている。口縁部を刺突文で区画し、口縁部文様帯にはロッキングによる貝殻腹縁圧痕文が施され

ている。

2．3は覆土出土のI群D類である。 2の口唇部断面形は丸味をもつ切り出し状である口縁部文様

帯下端を1条の沈線と2列の連続刺突文で区画し、文様帯には複合鋸歯状的な連続刺突文が施されて

いる。体部や器面内面にはミガキ調整が加えられている｡ 3の口唇部断面形は切り出し状気味で、口

唇端部内外・口縁部に貝殻腹縁の押引文が施されている。

石器（図Ⅳ－18図版185）

Rフレイク2点・剥片13点・石錘が5点出土した。掲載石器のうち、 1 ．2は覆土出土、 3は床面

出土である。

1 ．2はスクレイパー。 1は2d類｡ 2は2b類。腹面左側縁に打角の一定しない加工が施される。

3は石錘。

石製品（図Ⅳ－18図版397）

1点が出土した。 4はHP埋土出土の軽石製石製品である。

H-14 (図Ⅳ-18)

遺物

土器（図Ⅳ-18）

I群D類(90) I群E類(3) I群F類(20)、計113点出土した。そのうち床面・炭化物層からは

I群D類(46) I群E類(2)が出土している。

1 ．2は床面から出土したI群D類である。 1は底部破片である。器面調整は粗雑である。胎土は

砂粒を多く含み、脆弱である。 2は波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状で、口唇内外に貝殻

腹縁の押引文が施されている。口縁部には2条一組の貝殻腹縁圧痕文を菱目状に施し、波頂部から垂

下する貝殻腹縁圧痕文を加えている。

3は覆土から出土したI群D類である。口唇部断面形は内切り気味である。器面内外にはへう状工

具の整形痕が認められる。

石器（図Ⅳ－18図版185）

スクレイパーが3点･ Rフレイク2点・剥片9点・たたき石が3点・すり石が1点・石鋸が1点・

石錘7点が出土した。掲載石器はいずれも床面出土である。

1はスクレイパー2d'類。刃部を打点として腹面が加工される。 2はたたき石1類｡ 3は石鋸。

刃部は外湾する。

H-15 (図Ⅳ-19)

遺物

土器（図Ⅳ-19）

I群D類(65) I群E類(72) I群F類(1)、計138点出土した。そのうち床面・焼土からはI群

D類(11) I群E類(19)が出土している。

1～4は床面・焼土出土のI群E類である。 1は4と同一個体の可能性がある。口縁部は外反し、

口唇部断面形は角形である。口唇端部には部分的に刻目文が施されている。体部には横走する沈線上
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1．住居跡出土の遺物

に縦位の沈線文を数条加えている。 2の体部には横位の沈線上に縦位の沈線文が加えられている。 3

は口縁部に貼付帯をもつもので、器面にはナデ調整が施されている。胎土は砂粒を多く含む。 4は体

部破片で、上半には横走する沈線上に縦位の沈線文を加えている。下半は無文で、ナデ調整が加えら

れている。

5～7は覆土出土のI群E類である。 5は体部上半に横走する1本描き沈線文上に5本一組の沈線

文を「x」字状に加えている。下半は無文で、ナデ調整が加えられている。内面にはミガキ調整が施

されている。 6は無文で、内外に僅かに条痕が認められる｡ 7は底部破片で、底面はやや揚げ底気味

である。

石器（図Ⅳ－19図版188）

石鍍が1点・石錐が1点・スクレイパーが7点・彫器様石器1点・石核1点．Rフレイク6点・剥

片41点・石斧が1点・たたき石が1点・すり石が6点・砥石が1点・石錘が13点出土した。掲載石器

のうち、 1 ．4．6は覆土出土、 2．3．5 ．7～15は床面・床直上・焼土出土である。

1は石錐2a類。両面に並列剥離が施され、狭長な器体が作出される。 2．3はスクレイパー。 2

は2a類で、背面と打面は礫面をもつ。刃部は部分的に鋸歯状を呈する｡ 3は2b類で。刃部には刃

潰れが見られる。 4は彫器様石器。折れ面と素材端部を打点とする樋状剥離面が背面右側縁に見られ

る。端部側の樋状剥離面は交叉する。折れ面を打点とする樋状剥離の打角は約90.、端部側の最終的

な樋状剥離の打角は約65.である。 5はスクレイパー2b類。刃部には刃潰れが見られる｡ 6は石斧。

器体は長軸方向の研磨により整形される。刃部は斜位の研磨により作出される。鎬は不明瞭である。

7は石核。素材は厚手の剥片で、素材腹面を剥離作業面とする。 8～12はすり石。 8．11 ． 12は1類。

9 ．10は2類｡ 13～15は石錘。 14は側縁部にたたき痕を、平坦面にはすり面をもつ。

土製品（図Ⅳ-19）

16は円盤状士製品である｡ I群E類の休部破片を用い、両側から穿孔が加えられている。

H-16 (図Ⅳ-24)

遺物

土器（図Ⅳ-24）

I群D類(4) I群E類(1) I群F類(3)、計8点出土した。すべて覆土出土である。

1はI群F類である。体部には不規則な斜行縄文が施されている。胎土には砂粒・繊維を含む。調

整は粗雑である。

石器

スクレイパー1点・石核1点・剥片4点が出土したが、掲載はしない。

H－17（図Ⅳ-24）

遺物

土器（図Ⅳ-24）

I群D類(38) I群E類(11)、計49点出土している。すべて覆土出土である。

1はI群D類の無文土器である。整形・器面整形は粗雑で、体部内外に条痕が認められる。内面に

は多量の炭化物が付着している。

石器（図Ⅳ－24図版189）

スクレイパー1点・剥片4点・砥石1点・石錘1点が出土した。掲載石器はいずれも覆土出土であ

13



第Ⅳ章遺構出土の遺物

る。

1はスクレイパー2b類｡ 2は砥石1類。

H－18 （図Ⅳ-24）

遺物

土器（図Ⅳ-24）

I群D類(31) I群E類(7) I群I類(1)、計39点出土した。すべて覆土出土である。土器は

小破片が多く掲載できなかった。

石器

たたき石2点・すり石1点・石錘11点が出土したが、掲載はしない。

土製品

1は土器片錘である。 I群D類の無文の体部破片を素材として用いている。

H－19（図Ⅳ-20～24)

遺物

土器（図Ⅳ－20．21）

I群D類(510) I群E類(623) I群F類(1) I群(2)、計1,136点出土した。そのうち床面か

らはI群D類(57) I群E類(12)が出土している。

1～7は床面出土である。 1～3 ．5～7はI群D類である。 1は床面・覆土2 ． 3層から出土し、

H-133 (覆土2 ･ 3層）調査区32-30 (Ⅲ層) 32-31 (Ⅲ層) 33-31 (Ⅲ層）出土の資料と接合した。

器形は、底部を欠失するが底部から開き気味にストレートに立ち上がるものと思われる。口縁部は4

カ所の大きな波頂部をもつ波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状で、貝殻腹縁圧痕文が加えら

れている。波状頂部下位には波頂部に沿って施された沈線と横環する沈線によって菱目状ないし三角

形状の文様構成を作出し、 さらに部分的に沈線文に沿って刺突文が加えられている。波頂部から垂下

する刺突文が加えられている。胎土には砂粒が多い。器面調整は丁寧で、内面にミガキ調整が施され

ている。 2は小型土器である。底部を欠失する。整形・器面調整は粗雑である。口縁部は4カ所の大

きな波頂部をもつ波状口縁である。口唇部断面形は丸味をもつ。口縁部文様帯は沈線によって区画さ

れ、鋸歯状沈線を組み合わせ菱目状の文様構成を作出している。沈線直下には鋸歯状沈線が加えられ

ている。体部文様帯には垂下する1～2列一単位の刺突列と鋸歯状沈線文が交互に施文されている。

3は底部破片で、体部下半に横環する1条の沈線が加えられている。 5はH-133 (覆土2層）調査

区33-30（Ⅲ層）出土の資料と接合した。また、同一個体がH-99の床面から出土している。口唇部

断面形は丸味をもつ切り出し状で、口唇には貼り付けによる小突起が加えられている。口縁部には3

段の貝殻腹縁による押引文が施された後、押引文の上下及び押引文間に2～3条の波状沈線文が加え

られている。体部・口縁部内面には貝殻背面圧痕文が施されている。胎土は多量の砂粒を含み、脆弱

である。6の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内外に貝殻腹縁による押引文が施されている。口

唇部直下には横走する沈線と波状沈線文が加えられている。 7の口唇部断面形は丸味をもつ。口唇部

内外に貝殻腹縁押引文が加えられている。口縁部には斜位に貝殻腹縁圧痕文が施されている。器面調

整は粗雑である。胎土には多量の砂粒を含む。 4はI群E類である。体部下半を欠失する。口唇部断

面形は角形である。体部には横走する条痕上に幅広のへラ状工具ないし指頭で幅広の磨消が加えられ

ている。内面には外面と同様な条痕が認められる。

14



1．住居跡出土の遺物

8～42は覆土出土である。 8～11 ．14～19はI群D類である。 8は小型土器である。体部下半を欠

失する。口唇部断面形は丸味をもつ。口縁部には横環する3条の沈線と2条の鋸歯状沈線文が施され

ている。器面にはナデ調整が加えられている。 9は体部下半を欠失する。口唇部断面形は丸味をもつ。

口唇部外面にはへう状工具による刻目文が加えられている。器面調整は粗雑で、器面内外には幅1～

1.5cm程のへラ状工具による横位の整形痕が認められる。 10は覆土Ⅲ層から出土した無文土器である。

器面調整は粗雑である。器壁は厚い。胎土は砂粒を含み、脆弱である。11は無文土器で、 H-12 (覆

土4層) H-14 (覆土2層) H-28 (覆土1層）出土の資料と接合している。体部下半を欠失する。

器形は体部上半部で緩やかにくびれる。器面調整は粗雑で、体部上半には横位、下半には縦位の調整

痕が認められる。胎土には砂粒が多い。 14は波状の口縁部破片で、口唇部断面形は切り出し状である。

口唇部には斜位の貝殻腹縁圧痕文と押引文が、内面には押引文が加えられている。波頂部下位の口縁

部には貝殻腹縁圧痕文で三角形の文様構成を作出している。体部には貝殻背面圧痕が施されている。

15の口唇部に貼付帯を施したのち、摘み揚げによる爪形文を施文している。 16の口唇部断面形は切り

出し状で、口唇端部には刻目文、口唇部外面には貝殻腹縁による押引文が加えられている。口縁部に

は2条の貝殻腹縁圧痕文が横位に施されている。口唇部には棒状工具で押圧が部分的に加えられ、あ

たかも小突起の簡略形のようにも思える｡ 17は器面調整が粗雑で、体部には横環する爪形文が段状に

施されている。18の体部には細い貼り付けが認められる。 19．20は底部破片である。底面は揚げ底で、

体部には横位の条痕が認められる。胎土は砂粒が多く、脆弱である。 12． 13．21～42はI群E類であ

る。 12は無文土器の底部破片で、体部には横位の条痕が認められる。 13は小型土器で、体部上半を欠

失する。底部は揚げ底気味である。体部には1本描き沈線文が施されている｡21～25は太い沈線文が

施されたもので、21～24には条痕が認められる｡25は口縁部に刺突文を施した後、格子目状に沈線文

を加えている。26．27は細い横走する沈線文が施されたものである。28は刺突文列が連弧状（モール

状）に施されたものである。29～32は器面内外に条痕が認められるものである。33.34は器面にミガ

キ調整が施されたものである｡35は口縁部に2条の刻目文が加えられた貼付帯が施されたものである。

体部には浅い条痕が認められる。36は太い沈線文が施された体部破片で、内面に多量の炭化物が付着

している。37～42は底部破片で、37～39は器面に沈線文が認められるもの、40は条痕が認められるも

の、41 ．42は器面にナデ調整が施されたものである。

石器（図Ⅳ-22～24図版190～192)

石雛4点・石槍7点・石錐6点・石匙6点・スクレイパー34点･ Rフレイク30点･Uフレイク7点

・剥片439点・石斧2点・たたき石9点・すり石17点・砥石20点・石鋸4点・石錘84点が出土した。

掲載石器のうち、 1～28は覆土出土、29～42は床面・床直上出土である。

1～2は石鍼。 1は1a類。周縁部を加工して整形される。 2は2b類。両面の周縁部が加工され

る。 3～5は石槍｡ 3はlal類。 4は2a1類で、基部付近の両側縁は、直線的に加工される｡ 5

は1a1類。 6～8は石錐｡ 6は6類で、石槍転用と思われる。両面に並列剥離が施される。先端部

には摩耗痕が見られる。 7は厚手の剥片の端部が機能部として利用される｡ 8は2類。折れ面の腹面

に加工を施し、機能部を作出する。先端部には摩耗痕が見られる。 9～14は石匙。 9．10は2a類。

9は背面左側縁に並列剥離が施される。右側縁の加工は左側縁に先行する。 11 ．13は3類｡ 11はつま

み部に素材打面を残す。 13のつまみ部には素材の折れ面を残す｡ 12｡ 14は4類。 12は素材端部付近に

つまみ部が作出される。両側縁には微細剥離痕が並ぶ。 14の背面狭入部は、頁岩原石中の軟質部にあ

たり、線条痕が見られる。 15～17はスクレイパー。 15は2b類。 16は2d類。両側縁は、端部で鋭

角的に収束する。 17は2d類。 18は石斧1類。H-19－覆土3層出土の刃部とH-49－覆土出土の基
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部が接合した。両面の側縁部付近には擦り切り溝が残る。器体は長軸方向の研磨で整形され、刃部は、

短軸方向と斜位の研磨で作出される。両面とも鏑は不明瞭｡ 19～21はたたき石1類。22～24はすり石

1類｡22はすり面の端部につぶれ状のたたき痕が見られる。すり面から平坦面に向けて打ち欠きが見

られる。23はすり面の端部と平坦面に班状のたたき痕が見られる。25．26は石鋸。26は2縁に刃部を

もち、平坦面には砥石が複合する。27．28は砥石。27は1類。28は2類。片面のすり面には溝状のす

り面が見られる。29は石錐2類。素材の側縁と、折れ面の収束部を機能部とする。30．31はスクレイ

パー｡30は2a類。31は2d類。素材のバルブは除去される。32はたたき石2類。33．34は砥石1類。

33は平坦で目の細かなすり面をもつ。34は1面にすり面をもつ。35～42は石錘｡38は縁部と平坦面に

班状のたたき痕をもつ。

土製品（図Ⅳ-24）

43～49は円盤状土製品である。43～48はI群E類、49はI群D類の土器片が素材として用いられて

いる。43は未成品で、条痕上に太い沈線文が加えられた土器片を素材としている。穿孔は途中で、両

側から加えられている。44～49は穿孔が加えられ、 うち47～49は破損品である｡45．49の周縁には擦

りが加えられている。

や

H-20 (図Ⅳ-25)

遺物

土器（図Ⅳ-25）

I群D類(87) I群E類(82)、計169点出土した。すべて覆土出土である。

1～3はI群D類である｡ 1は4カ所の波頂部をもつ小さな波状口縁になるものと思われる。口唇

部断面形は切り出し状である。波頂部下位の口縁部には菱目状に貝殻腹縁圧痕文が施され、波頂部か

ら垂下する2条の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。体部にはナデ調整が、内面には貝殻条痕が認め

られる。 2の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部には貝殻腹縁による押引文が加えられている。口

縁部には横位の貝殻腹縁圧痕文が施され、4条の横走する沈線文が加えられている。3はH-132(覆

土1層）調査区33-30 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇端部には棒状工具による刻目文が加えら

れている。口縁部は5条の沈線施文後、上下端の沈線上に刺突文を、その他の沈線上に貝殻腹縁圧痕

文を断続的に重ねて施文している。体部内外面には条痕が認められる。4～16はI群E類である。 4

の口唇部断面形は先端が尖がる。口縁部文様帯の上端は半裁竹管状工具内面による沈線文で、下端は

1本描き沈線2本で区画し、文様帯内には3条の半裁竹管状工具内面による鋸歯状沈線文を施してい

る。 5は条痕上に1本描き沈線文が加えられている。 6はミガキ調整が施された体部に1本描き沈線

文が浅く加えられている。 7～9は同一個体である。器形は細い筒形である。体部には条痕上に丸く

て太い棒状工具で斜位の沈線が加えられ、あたかも微隆起線状の文様を作出している。内面には条痕

が認められる。胎土には砂粒を多く含む。10は7～9に類似するが、内面にはミガキ調整が施され、

胎土には砂粒を含まない。 11 ．12は無文土器で、体部にはナデ調整が施されている。 13は口唇直下に

断面三角形の貼付帯が施されている。 14～16は底部破片で、 14の体部には沈線文が、 15．16にはナデ

調整が加えられている。

石器（図Ⅳ－25図版189）

石錐1点・石槍2点・石錐1点・スクレイパー8点･Rフレイク6点・剥片47点・すり石6点・砥

石1点・石錘25点の計45点が出土した。掲載石器はいずれも覆土出土である。

1は石錐2b類。両面の周辺部に加工が施される。 2は石槍1b1類。 3はスクレイパー1類。刃
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1 .住居跡出土の遺物

部を打点として、腹面の打面付近に加工が施される。 4．5はすり石2類｡ 4は縁部につぶれ状のた

たき痕をもつ。

土製品（図Ⅳ-25）

6は土器片錘である。I群E類の体部破片を用いている。体部表面には条痕が認められる。

H-21 (図Ⅳ-26～28)

遺物

土器（図Ⅳ-26.27）

I群D類(404) I群E類(108) I群G類(1) I群(1)、計514点出土した。そのうち床面・床

面直上からはI群D類(11) I群E類(1)が出土している。

1は床面出土のI群D類で、覆土2層出土の資料と接合している。口唇部断面形は切り出し状で、

口縁部下端と内面には貝殻腹縁状の施文具で圧痕文が施されている。口縁部上端には鋸歯状沈線文が

加えられている。体部内外には条痕が認められる。

2～15は覆土出土である。2～11はI群D類である。 2は覆土2 ． 3層から出土し、調査区30-34

(Ⅲ層）29－34（Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。体部上半にくびれをもつ。口

縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、波頂部の両脇に小突起をもつ。口唇部断面形は切り出し状

で、口唇部内外に貝殻腹縁の押引文が施されている。口縁部下端を刺突文で区画し、 3条の鋸歯状沈

線文が施されている。体部にはナデ調整が施されている。内面調整は口縁部付近はミガキ調整が、体

部ではナデ調整が施されている。胎土には砂粒が多い。 3は覆土1層から出土し、T-4 (覆土）調

査区27-32 (I層) 27-35 (I層) 38-33 (I層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。器

形は底部から開き気味に比較的ストレートに立ち上がり、体部上半でわずかにくびれる。口縁部は4

カ所の波頂部をもつ波状口縁で、波頂部の中間に小突起が施されている。口唇部断面形は切り出し状

で、口唇部内外に貝殻腹縁の押引文が施されている。口縁部には3条の横走する沈線文が施され、沈

線間に貝殼腹縁圧痕文が加えられ、下端には小さな鋸歯状沈線が加えられている。胎土は多量の砂粒

を含み、脆弱である。 4は調査区27-32 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口縁

部は平縁で、口唇部断面形は切り出し状である。口唇部内外に貝殻腹縁の押引文が施されている。口

縁部には貝殻腹縁圧痕文と刺突文が交互に施文されている。器面内外にはナデ調整が施されている。

5は調査区27-32 (I層) 28-33 (I層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口縁部は4

カ所の波頂部をもつ波状口縁である。器面には条痕が認められ、口縁部には条痕上に貝殻腹縁状の施

文具で圧痕文が加えられている。器面調整は粗雑で、内面には条痕が認められる。 6は調査区28-34

(Ⅲ層） と接合した。口唇部断面形は角形の切り出し状である。口唇部には貝殻腹縁圧痕文がほどこ

され、口縁部には1条の波状沈線文と横環する2条の沈線文が施されている。7の口唇部断面形は角

形で、口唇部内外に浅い刻目文が施され、口唇端部に刺突文が加えられている。口縁部には4条の鋸

歯状沈線文が施されている。体部の器面調整は粗雑で、外面は粗いナデ調整が加えられ、内面には貝

殻条痕が認められる。そして、口唇部内面には刻目文を施文した際に偶然付いたと思われる爪形文が、

刻目文に沿ってやや下位に認められる。 8は波状口縁で、波頂部の中間に小突起が認められる。口唇

部断面形は切り出し状で、口唇部内外に貝殻腹縁の押引文が施されている。口縁部には3条の波状沈

線文が施されている◎器面調整は丁寧で、 ミガキ調整が施されている｡ 9は波状口縁である。口唇部

断面形は切り出し状で、口唇部内外に貝殻腹縁の押引文が施されている。貝殻腹縁圧痕文が加えられ

た太い貼付帯で口縁部文様帯を上下に区画し、上位には貝殻腹縁圧痕文が加えられた沈線が数条施さ
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第Ⅳ章遺構出土の遺物

れ、下位には鋸歯状沈線文が3条ほど施文されている。 10は波状口縁で、口唇部断面形は角形である。

口唇部内面には貝殻腹縁圧痕で刻目文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁圧痕文が3段施されて

いる。体部内面には半裁竹管状工具内面で施文されたと思われる2本一組の沈線文が加えられている。

11は口縁部、底部とも角形の無文土器である。底部はやや丸味をおびた平底になるものと思われる。

器面調整は粗雑である。器面内外に炭化物の付着は認められない。胎土に砂粒を多く含む。 12～15は

I群E類である。 12の口唇部断面形は角形気味である。器面内外にはミガキ調整が加えられている。

内面には多量の炭化物が付着している。 13は条痕が認められる体部破片である。 14．15は底部破片で、

14には1本描き沈線が、 15の体部には条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－28図版193）

石雛1点・石槍2点・石匙7点・スクレイパー15点･Rフレイク12点･Uフレイク1点・剥片78点

・石斧2点・たたき石5点・すり石13点・砥石5点・石錘39点が出土した。掲載石器のうち、 1～6

は覆土出土、 7～16は床面・床直上出土である。

1は石匙2a類。 2はスクレイパー2d類｡ 3は石斧1類。器形は定角式に近い。器体・両側縁は

長軸方向の研磨により整形される。刃部は部分的に斜位の研磨が見られるが、長軸方向の研磨により

研ぎ出される。片側縁には折り取り痕が残る。両面に明瞭な鎬が見られる。刃先は、刃こぼれ後に再

研磨される｡ 4は石斧の破損品。器形は定角式で、器体は長軸方向の研磨により整形される。両側縁

には斜位の研磨が施される。 5はすり石2類。すり面の縁部付近には班状のたたき痕が複合する。 6

は砥石1類。 7は石鍍3類。背面の周辺に高角度の加工を施し、菱形状に整形される｡ 8は石匙3類。

9～11はスクレイパー。 9は2d"類。 10は1類。背面左側縁は無加工である。端部の刃部の平面形

は円弧状に近い。 11は2a類。 12は2d類｡ 13～15は石錘。

土製品（図Ⅳ-28）

16は円盤状土製品である。 I群E類の体部破片を用いている。周縁にやや丁寧な打ち欠きが加えら

れている。体部内外面に条痕が認められる。胎土には砂粒を含み、 I群D類の胎土に類似する。

H-22a (図Ⅳ-29～31)

遺物

土器（図Ⅳ-29）

I群D類(81) I群E類(402) I群F類(5) I群i類(1)、計489点出土した。そのうち床面

・焼土からはI群D類(45) I群E類(270) I群F類(5)が出土している。

1～23は床面・焼土出土である。 4．5はI群D類である｡ 4の口唇部断面形は切り出し状である。

口唇部内外には貝殼背面圧痕文が加えられ、口唇部に1条、口縁部に3条の波状沈線が施されている。

体部には貝殼背面圧痕文が加えられている｡ 5は焼土中から出土した無文土器で、口唇部断面形は切

り出し状である。体部内外にはナデ調整が加えられている。 1～3 ． 6～22はI群E類である。 1は

床面、覆土6層から出土し、多くの遺構・調査区と接合関係が認められている。体部下半を欠失する。

口縁部は4カ所の緩やかな波頂部をもつ波状口縁である。口唇部断面形は角形で、外面に絡条体圧痕

文による刻みが加えられている。体部には、斜位の条痕上に横環する沈線文が施されたのち、軽いナ

デ調整が加えられている。口縁部内面・体部下半には横位の条痕が認められる。 2は小型土器で、体

部上半を欠失する。体部には横走する太い沈線文が加えられている。底端部はやや張り出す。 3は底

部破片である。体部には半裁竹管状工具内面による沈線文が横位に施文されている。6～8は同一個

体と思われる。 6は口縁部破片で、口唇部断面形はやや肥厚する角形である。口唇外面には刻目文が
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1．住居跡出土の遺物

施され、口縁部には方向の異なる斜位の沈線文が施されている。 7．8は体部破片で縦位の沈線文を

施した後、 3本一組の鋸歯状の沈線文を2段施している。9の口縁部は緩やかな波状口縁になるもの

と思われる。口縁部上端は「〈」字状に外反する。口縁部上端には複合鋸歯状的な沈線文が施され、

波頂部直下には細い円形刺突文が3個横位に加えられている。体部上半は沈線文と横位の刺突文で区

画され、 3本一組の沈線文と刺突文がモール状に施されている。体部内面には条痕が認められる。 10

は口縁部に貼付帯が施されたもので、緩やかな小波状口縁になるものと思われる。口唇部断面形は角

形で、口唇部外面に横からの刺突文が加えられている。体部上半には沈線文と刺突文が組み合わされ

て施文されている。 11～14は半裁竹管状工具内面による沈線が施されたものである。 11の口唇部断面

形は角形で、口唇部外面には方向の異なる刻目が加えられている。体部上半には横走する2本一組の

沈線文上に、斜位及び縦位に沈線文を施している。体部下半は無文で、 ミガキ調整が施されている。

内面には条痕が認められる。12～14は同一個体と思われる。いずれも口縁部破片で、緩やかな小波状

口縁になるものと思われる。口唇部にはへう調整が加えられ、断面形は角形である。体部上半には半

減竹管状工具内面による横走する沈線→縦位の沈線→口縁部に斜位の沈線→体部上半に横走する沈線

という順序で施文されている。 15～18は無文土器である。いずれも口唇部断面形は角形で、 15．16は

平縁に、 17は波状口縁になるものと思われる｡ 18は口縁部に肥厚帯をもつ。口唇にはへう調整が加え

られ、断面形は角形である｡ 19は体部破片で、沈線文が施されているo20は体部破片で丸くて幅広の

棒状工具で沈線文が施され、あたかも微隆起線文のような文様を作り出している。21 ．22が底部破片

で、22は無文、21の体部には1本描き沈線文が施されている。23はI群F類で、斜行縄文が施された

後、組紐状の原体（？）による押捺と原体不明の綾絡文状の文様が加えられている。胎土には砂粒・

繊維を含む。調整は粗雑である。

石器（図Ⅳ－30･31 図版194. 195)

石錐1点・石槍7点・石錐2点・石匙3点・スクレイパー18点･Rフレイク30点．Uフレイク1点

・剥片180点・たたき石3点・すり石8点・砥石5点・石錘23点・石皿2点が出土した。掲載石器の

うち、 1 ．2は覆土出土、 3～23は床面・床直上出土である。

1は石錐1b類。本来は現存する器体よりも長身であった凹基錐の周縁部が、基部付近を残して両

側縁が再加工されたもの◎ 2は石匙3類。両側縁に加工が施される。 3は石錐6類。両面加工の石錐

2b類の転用品で、先端部には摩耗痕が見られる｡ 4は石槍lal類。尖頭部付近の縁部には刃潰れ

が見られる｡ 5は石匙2a類。 6～8はスクレイパー｡ 6は2a類。 7は2b類。 8は1類で、両側

縁に高角度の加工を施して整形される。 9～11はすり石1類。 10は端部に班状のたたき痕をもつ。 11

は三角柱状の礫を素材とする｡ 12． 13は砥石1類で、 ともに目の細かなすり面をもつ。 14～22は石錘。

17の挟入部は長軸一端のみで、未成品と思われる。21は3ヵ所に挟入部をもつ。23．24は石皿。23は

両面に平坦なすり面をもつ。24は、床直上出土の1点と、 H-26覆土2層出土とH-38覆土2層出土

の2点が接合したもの。両面にすり面をもつ。

土製品（図Ⅳ-31）

25は土器片錘である。 I群D類の体部破片を用いている。体部には爪形文が加えられた貼付帯が認

められる。両端の挟り部には擦りが加えられている。26は円盤状土製品の破損品である｡ I群E類の

無文の体部破片を用いている。穿孔が加えられている。

石製品（図Ⅳ－31 図版396）

第1床面から1点出土した。27は円盤状石製品。両面から回転穿孔される。
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H-22b (図Ⅳ-32～35)

遺物

土器（図Ⅳ－32．33）

I群D類(190) I群E類(1,250) I群F類(16) I群(7)、計1,463点出土した。そのうち床面

・床面直上・焼土からはI群D類(23) I群E類(637)が出土している。

1～27は床面・床面直上・焼土出土のI群E類である。 1は焼土直上から出土した。口縁部は4カ

所の緩やかな波頂部をもつ波状口縁である。底部は揚げ底で、底端部付近がくびれる。体部上半で僅

かにくびれる。口唇部断面形は角形で、外面に絡条体圧痕文による刻目文が加えられている。体部上

半上位の文様帯内には、沈線文と細い円形刺突文が施されたのち、波頂部から垂下する4本一組の沈

線で区画され、体部上半下位には6～8本の横環する沈線文が加えられている。体部下半は半裁竹管

状工具内面による細い条痕ないし沈線を加えた後、斜位に4～3本一組の沈線文が加えられている。

胎土は砂粒を含み、脆弱である。2は床面から出土した。口縁部は4カ所の緩やかな波頂部をもつ波

状口縁である。器形は、揚げ底の底部から緩やかに立上り、口縁部で僅かにくびれる。口縁部文様帯

には、間隔をおいて斜位に6本一組の沈線を施した後、その沈線文間に横位ないし斜位の沈線を加え

ている。体部は4段の文様帯からなり、上から横走する沈線上に鋸歯状の沈線文が加えられたもの、

縦位の沈線文上に「X」字の沈線で菱目状の構成するもの、横走する沈線文、斜位の沈線文が施文さ

れている。器面の沈線文はいずれも細い半裁竹管状工具の内面による沈線である。内面には条痕が認

められる。 3は底部を欠失する。器形は底部からほぼストレートに立ち上がる筒形である。口縁部は

平縁で、口唇部断面形は角形である。体部は、条痕が認められるが部分的に半裁竹管状工具内面によ

る沈線も認められる。胎土には砂粒が多い。 4は平縁で、揚げ底になるものと思われる。器形は体部

下半は丸味をもち、体部上半は外反気味に立ち上がる。口唇部にはへう調整が施されている◎体部に

は半裁竹管状工具の外面による器面調整が加えられている。内面には幅広の条痕が認められる。 5～

14は1本描き沈線文が施された口縁部破片である。7～8は無文地上に沈線文が施されたものである。

5は市松文様状の沈線文が、 6は平縁で、 3本一組の沈線文が施されている。7は小波状口縁部であ

る。口唇直下には刻目文が加えられた細い貼付帯が施され、口縁部には複合鋸歯状的な沈線文が施さ

れている。体部には横位の沈線文が施されている。 8はH-23 (覆土2層）出土の資料と接合した。

口唇部断面形は丸味をもち、口唇に半裁竹管状工具内面による刻目文が加えられ、口縁部には斜位・

横位の沈線文が施されている。 9～14は沈線が重ねられて施文されたものである。 9～11は同一個体

である。口唇断面形は角形で、口縁部には縦位の沈線文上に2本一組の沈線が加えられている。 12は

小波状口縁である。口唇部断面形は切りだし状で、口唇部に刻目文が加えられている。口縁部及び体

部は縦位の沈線文が施され、口縁部は横環する沈線で区画され、 2本一組の菱目状の沈線文と刺突文

が施されている。内面には条痕が認められる。 13．14は横走する沈線上に、 13は4本一組、 14は3本

一組の沈線文が施されている。 15～19は条痕が認められるものである。15は半裁竹管状工具内面によ

る不規則な条痕が施されている。 16は斜行する条痕上に竹管状工具外面による条痕を重ねている。 17

はあたかも草木の軟らかい茎を潰して用いたかのような幅5mm程の条痕が認められる。 18は幅1cmほ

どの条痕が認められ、内面には横位の条痕が認められる。 19～22は無文のもので、 19．20は同一個体

である。緩やかな波状口縁で、口唇断面形は角形である。口唇部には断面が丸い棒状工具の刻目文が

加えられている。21 ．22の口唇端部にはへう調整が施されている。23は体部破片である。24～27は底

部破片である。24の底部には指頭による整形が加えられ、底端部は張り出す。25の体部にはミガキ調

整が加えられているが、不規則な条痕も認められる。
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1．住居跡出土の遺物

28～41は覆土出土である｡28はI群D類である。底部を欠失する。器面には粗雑なナデ調整が加え

られている。内面には指頭による調整痕跡が認められる。29～41はI群E類である。29はH-29 (覆

土1層) H-71 (覆土2層) P-70 (曠底）調査区30-29 (m)出土の資料と接合した。底部を欠失

するが、器形は底部からやや開き気味にストレートに立ち上がる筒形である。口唇部はへう調整が加

えられ、口唇断面形は外側に傾斜する切りだし状である。体部内外面に貝殻条痕が認められる。体部

内外面に多量の炭化物が付着している。30は体部下半を欠失する。口縁部は平縁で、口唇部にへう調

整が施された角形で、絡条体圧痕文が加えられている。体部上半には、横環する絡条体圧痕文と鋸歯

状の絡条体圧痕文が組合わされて施文されている。絡条体の軸は軟らかく角張ったものが用いられて

いる。体部下半は無文である。内面には横位に貝殻条痕が認められる。同一個体がH-22a (覆土4

層）からも出土しているが接合しなかった。34.35は同一個体で、 6と同一個体の可能性がある。34

は波状口縁で、口唇部断面形は角形である。口縁部には4本一組の複合鋸歯状的な沈線文が施されて

いる。36の口唇断面形は僅かに肥厚する。器面調整は丁寧でミガキ調整が施されている。31 ．32．37

～40は条痕が認められるものである｡31は体部下半を欠失する。器形は底部からやや開き気味にしス

トレートに立ち上がる筒形になるものと思われる。口唇部にはへう調整が加えられ、口唇部断面形は

角形気味である。体部には半裁竹管状工具内面による条痕文が施された後、内面とともにミガキ調整

が加えられている｡32の器形は、底部からやや開き気味にしストレートに立ち上がる筒形である。口

唇部にはへう調整が加えられ、口唇部断面形は角形気味である。体部には半裁竹管状工具内面による

条痕文が施された後、 ミガキ調整が加えられている。37は半裁竹管状工具内面による2本一組の沈線

を横位に施し、さらに同じ施文具で間隔を置き縦位に施文している。38～40は棒状工具によるもので

ある。38の口唇部断面は角形気味である。体部には条痕が施された後、ナデ調整が加えられている。

39の口唇部断面形は角形で、口唇端部外面に丸い棒状工具の刻み目が加えられている｡40の口唇断面

形は丸味をもつ。整形・器面調整とも粗雑である。41は底部破片で、体部には横走する条痕が認めら

れる。

石器（図Ⅳ－34．35図版197.198）

石鍼3点・石槍7点・石錐2点・石匙4点・スクレイパー33点･Rフレイク42点･Uフレイク9点

・剥片248点．擦り切り残片2点・たたき石18点・すり石33点・石皿2点・砥石14点・石鋸2点・石

錘87点が出土した。掲載石器のうち、 1～4は覆土出土、 5～33は床面・床直上出土である。

1は石雛1a類。黒曜石製。両面に全周から細かな加工が施される。 2は石槍。無茎で柳葉形の1

b1類｡ 3はスクレイパー2d類。 4は黒曜石製のUフレイク。剥片の両側縁に微細剥離痕が並ぶ。

5．6はともに両面加工の石雛1b類。5の先端部は、破損後に再加工されたと思われる。 6は側縁

が部分的に鋸歯状を呈する。 7は石錐6類。石錐3類の転用と思われる。先端部には摩耗痕が見られ

る。 8は石匙3類。素材剥片の打面を残す。刃部には刃潰れ状の使用痕が見られる。9～12は石槍。

12は2b1類。器形は左右非対称である。 9は2a1類、 10は2b2類、 11は2bl類で、いずれも、

茎部にあたる部分が直線的に整形される。 13～15はスクレイパー。 13は1類。両側縁から端部にかけ

て円弧状に整形される。14．15は2d類。 16はUフレイク。背面右側縁に摩耗痕が見られる。 17． 18

はたたき石1類｡ 19～26はすり石。 19．20は1類｡ 19は、小型の三角柱状礫を素材とする。21～26は

2類。円礫を素材とする。平坦面や側縁にたたき痕をもつもの（21 ．22)、すり面にたたき痕が複合

するもの（23.24）がある。27～30は砥石。27は床面直上出土の2点が接合したもの。縁部のすり面

は平坦面のすり面に切られる｡28は平坦面に切り目状のすり痕をもつ。31は石錘。32は軽石製の石皿。
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第Ⅳ章遺構出土の遺物

H-23 (図Ⅳ－36．37)

遺物

土器（図Ⅳ-36）

I群D類(304) I群E類(503) I群F類(31) I群(11)、計849点出土した。そのうち床面・床

面直上・焼土からはI群D類(97) I群E類(14) I群F類(10)が出土している。

1～6は床面・床面直上・焼土出土の遺物である。 1はI群D類で、同一個体がH-155床面直上

から出土しているが接合しなかった。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部には摘み揚げによる爪形

文が施されている。口縁部には横環する沈線文と横位からの刺突文が交互に施されている。体部内外

面にはナデ調整が施されている。 2． 3はI群E類である。 2は同覆土2層出土の資料と接合した。

口縁部は緩やかな小波状である。口唇部断面形は丸味をもつ。口唇部直下には横環する細い紐状の貼

付帯と垂下する2本の短い貼付帯が部分的に施されている。体部は沈線に挟まれた刺突文で区画され、

文様帯内には縦位の沈線文上に2本一組の鋸歯状沈線文が加えられている。 3の体部には不規則な1

本描き沈線状の条痕上に半裁竹管状工具内面による沈線文が斜位に加えられている。口縁部に沿って

剥落が認められ、貼付帯が施されていた可能性がある。 4～6はI群F類である。 4．5は体部破片

である｡ 4は斜行縄文が施されている。胎土には砂粒を含む｡ 5は不規則な斜行縄文が施されている。

胎土には砂粒を含む｡ 6は底部破片である。底面はやや揚げ底気味である。器面には斜行縄文が施さ

れ、底面にも縄文が認められる。

7～20は覆土出土である｡ 7．8はI群D類である。 7の同一個体は切り合い関係が認められるH

-124からも出土したが接合しなかった。口唇断面形は切りだし状で、口唇部外面には鋸歯状の沈線

文が、内面には刻目文が施されている。口縁部には2条の横環する沈線文、鋸歯状沈線文、横環する

2列の刺突文が施されている。胎土には砂粒を多く含む。 8の口唇部断面形は軽く外反する切り出し

状である。口縁部には貝殻腹縁圧痕文が矢羽根状に施されている｡ 9～19はI群E類である。 9～12

は沈線文が施されたもので、 9は市松文様状、 10は縦位の沈線文上に斜位・横位の沈線が、 11 ． 12は

横位の沈線上に鋸歯状に沈線が加えられている。そして、 12には細い刺突文も加えられている。 13～

15は半減竹管状工具内面で施文されたと思われる2本一組の沈線文が認められるものである｡ 13． 14

は横位の沈線上に縦位・斜位の沈線が加えられたもので、 13の口縁部は波状口縁で、波頂部直下に外

側からの穿孔が加えられている。 15の口縁部には、無文地に鋸歯状的な沈線が加えられ、僅かに残る

体部には横走する沈線が認められる。 16の口唇部断面形は切りだし状で、口唇部外面に刻目文が認め

られる。 17．18は口縁部に刻目文が加えられた貼付帯が施されたもので、 17の体部には沈線文が施さ

れ、 18の体部は無文である｡ 19は底部破片で、体部には斜位の沈線文が施されている。20はI群F類

の底部である。底面はやや揚げ底気味である。底面・体部に不規則な縄文が施されている。底部端部

には縄の圧痕文が加えられている。

石器（図Ⅳ－36．37図版198.199）

石錐1点・石槍4点・石錐4点・石匙4点・箆状石器2点・スクレイパー24点･ Rフレイク35点．

Uフレイク3点・石核2点・剥片206点・たたき石5点・すり石4点・石皿2点・砥石7点・石鋸4

点・石錘29点が出土した。掲載石器のうち、 1～11は覆土出土、 12～20は床面・床直上出土である。

1は石雛5類。基部は腹面が加工される。側縁部は背面、先端部は両面が加工される。 2． 3は石

槍。 2の器体は厚みを残し、側縁の調整が粗く、未成品と考えられる。 3は1b1類。基部の縁部に

は、摩耗痕がみられる｡ 4．5は石錐。 4は1類、 5は4類｡ 6は石匙3類。 7． 8は箆状石器。7

は腹面の両側縁に加工が施される。端部は両面が加工される。 8の側縁部は両面が加工される。 9～
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1．住居跡出土の遺物

11はスクレイパー。 9は2c"類｡ 10は1類。片縁には低角度の加工が施される。 11は2d類。打角

が約45.の錯交剥離により、刃部が作出される。 12は石匙3類。つまみ部は素材の剥離端部に作出さ

れる。両側縁には刃潰れが見られる｡ 13．14はスクレイパー｡ 13は2e類。腹面左側縁に鋸歯状の刃

部をもつ。 14は2a類。 15はすり石2類。片面に平坦で目の細かなすり面をもつ。中央には、 くぼみ

状のたたき痕が複合する。 16． 17は砥石1類。 16は両面に平坦なすり面を、 17はU字形状に凹むすり

面をもつ。 18．19は石皿。ともに片面にすり面をもつ。

土製品（図Ⅳ-37）

20．21は円盤状土製品である。いずれもI群E類の土器片を用いている。20は、横走する沈線文に

縦位の沈線文を加えている。21は未成品である。体部には半裁竹管状工具内面による沈線文を横位・

縦位に加えている。穿孔は途中である。

H-24 (図Ⅳ－38．39)

遺物

土器（図Ⅳ-38）

I群D類(39) I群E類(293)、計332点出土した。そのうち床面からはI群D類(4) I群E類(22)

が出土している。

1～5は床面出土である。 1はI群D類である。口唇部断面形は切りだし状で、口唇部内外に貝殻

腹縁圧痕文が施された後に、口唇直下に小さな粘土粒が貼り付けられている。体部には貝殻圧痕文が

矢羽根状に施され、段の境目には横走する貝殻圧痕文が加えられている｡ 2～5はI群E類である。

2の口唇部断面形は角形である。口唇直下に刻目文が加えられた貼付帯が施されている。体部は横走

する沈線上に貼付帯直下から縦位の沈線が加えられ、さらに下位には横位の沈線が重ねて加えられて

いる。 3は覆土2層と接合した。体部には半裁竹管状工具内面による斜位の沈線文が施された後、縦

位の短い沈線文が加えられている。 4．5はいずれも条痕上に沈線文が加えられている。

6～17は覆土出土である。 7． 8はI群D類である。 7は波状口縁で、口唇断面形は切り出し状で

ある。口唇部内外に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁圧痕文を施した後、貝殻

腹縁圧痕文の上下には緩やかな波状沈線文を、波頂部からは垂下する刺突列を加えている。胎土には

多量の砂粒を含むが、繊維の混入は認められなかった。 8は波状口縁で、口唇部断面形は角形である。

口唇部内外に押引的な貝殻腹縁圧痕文が施されている。器面調整は粗雑で貝殻条痕力認められる。胎

土には多量の砂粒を含む。 6．9～17はI群E類である｡ 6は体部下半を欠失する。口唇部断面形は

角形で、口唇端部に横位からの刺突文が加えられている。体部には斜位の沈線が施されている。 9は

横走する半裁竹管状工具内面による沈線が施されたのち、斜位の沈線文が加えられている。 10～13は

沈線が施されたもので、 10～12は無文地上に、 13は条痕上に沈線が加えられている。 14～16は無文で、

体部にはナデ調整が加えられている。 17は体部破片で、横位の条痕上に鋸歯状・横位の沈線文・刺突

文が加えられている。

石器（図Ⅳ－39図版200)

石鍼2点・石槍6点・石匙2点・スクレイパー12点･Rフレイク15点･Uフレイク3点・石核2点

・剥片83点・石斧1点・たたき石2点・すり石7点・砥石4点・石鋸11点・石錘18点が出土した。掲

赦石器のうち、 1～19は覆土出土、20は床面出土である。

1 ．2は石雛。 1はlb類。両面の周縁部が加工される。 2は黒曜石製。基部は破損している。両

面に並列剥離が施される。 3～6は石槍。 3は2a1類。茎部にあたる側縁は直線的に整形される。
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4はla2類。側縁部は、両面左側縁が錯交剥離により整形される。 5．6は2b2類。いずれも、

茎部の側縁は直線的に加工される。 6は尖端部を欠損し、折れ面付近の縁部には摩耗痕が見られる。

7は石匙2a類。両側縁は端部で収束する。 8．9． 11はスクレーパ－． 8は2a類。背面の二次加

工面を打点として、腹面右側縁に刃部が作出される。 9は2d類。 11は腹面左側縁に粗い加工で刃部

が作出される。刃部には摩耗痕をもつ。 10はともに覆土2層から出土したRフレイク(図上)と剥片が

接合したもの。Rフレイクは素材バルブが除去される。また、折れ面を打点として、腹面に高角度の

加工が施される。 12は石核。剥片を素材とし、腹面を剥離作業面として、打点を時計回りに移動させ

ながら、剥離作業が行なわれる。最終的な打角は約70°である。 13は石斧。器体は長軸方向の研磨に

より整形される。両側縁は、長軸方向の研磨が施される。側縁部付近には擦り切り溝が残る。刃部は

長軸方向の研磨により作出される。明瞭な鎬が見られる。 14～16はすり石1類。 16は三角柱状の礫を

素材とする。 17は砥石1類。平坦なすり面に、切り目状のすり痕が複合する。 18．19は石鋸｡ 19は平

坦面に浅く凹むすり面をもつ。20は石匙4類。不定形の剥片を素材とする。加工は挟入部のみに見ら

れる。

H-25 (図Ⅳ-40)

遺物

土器（図Ⅳ-40)

I群D類(89) I群E類(115)計204点出土した。そのうち床面直上・HP埋土からはI群D類(28)

I群E類（1）が出土している。

1は床面直上出土のI群D類の底部破片で、器面内外に条痕が認められる。

2～8は覆土出土である。2はI群D類で、口縁部は強く外反し、口縁部断面形は切り出し状であ

る。口縁部内外には貝殻腹縁の押引文が加えられている。整形はやや粗雑であるが、器面にはナデ調

整が加えられている。 3～8はI群E類である。 3は調査区30-33 (I層) 30-34 (Ⅲ層）出土の資

料と接合した。口縁部は緩やかな波状を呈すものと思われる。口唇部直下には刺突文が加えられ細い

貼付帯が施されている。体部は半裁竹管状工具内面による沈線と沈線文に沿って加えられた刺突文に

よって縦位に区画され、半裁竹管状工具内面による沈線で「X」状の沈線文を施文している。 4の器

面には条痕文力認められる。5は無文で、器面内外にミガキ調整が加えられている。 6は条痕上に5

～8本一組の太い沈線が施された体部破片である。 7．8は底部破片である。 7の体部にはナデ調整

が施されている。 8はやや揚げ底気味で、体部にわずかに横位の条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－40図版201）

石錐1点・石槍1点・両面調整石器1点・石匙1点・スクレイパー12点･Rフレイク8点・剥片

171点・すり石13点・石皿1点・砥石2点・石錘19点が出土した。掲載石器のうち、 1～4は覆土出土、

5～8は床面・床直上出土である。

1は両面調整石器1類。覆土出土の破損品が接合した。一方は破損後に折れ面を打点とする再加工

が施される。 2は石匙3類。挟りの浅いつまみ部が腹面に作出される。刃部は錯交剥離により作出さ

れる｡ 3～5はすり石1類。 4は平坦面にはくぼみ状のたたき痕が見られる。 6は石雛7類。両面の

周縁部が加工されている。先端と内湾する基部が作り分けられる｡ 7はすり石1類。8は石錘。

H-26 (図Ⅳ-41～46)

遺物
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1 .住居跡出土の遺物

土器（図Ⅳ－41 ．42）

I群D類(137) I群E類(477) I群F類(7) I群I類(2) Ⅱ群(3)、計626点出土した。そ

のうち炭化物層からI群D類(11) I群E類(6) I群F類(2)、床面・焼土･ HP埋土からI群

D類(39) I群E類(204) I群F類(3) Ⅱ群(3)が出土している。

1～25は炭化物層・床面・焼土・HP出土である。 4～8はI群D類である。 4は波状口縁になる

ものと思われる。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面には貝殼腹縁圧痕文が加えられている。

口縁部文様帯には刺突が加えた沈線文・沈線鋸歯状沈線文が施されている。器面調整は内外とも丁寧

で、 ミガキ調整が加えられている。5の口唇部断面形は切り出し状である。口唇部内外には貝殻腹縁

圧痕文が加えられ、口縁部には刺突を加えた沈線文と沈線文が施され、下端には波状沈線文が加えら

れている。口縁部内面には貝殻腹縁圧痕文施文時に付いたと思われる爪形が認められる。胎土は砂粒

が多く含まれ、脆弱である。器面調整は内外とも丁寧で、 ミガキ調整が加えられている。6の口唇部

断面形は切り出し状で、口唇部内外面には貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には貝殻背面圧

痕文上に貝殻腹縁文と鋸歯状沈線文が施きれている。胎土は砂粒を多く含み、脆弱である。 7の口唇

部断面形は切り出し状で、口唇部内外面には貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁

文と鋸歯状沈線文が施されている。 8は無文土器で、口縁部は波状口縁である。器面内外にはミガキ

調整が加えられている。 9～11は体部に条痕が認められるものである。9は波状口縁で、口唇部端部

にはへう調整が加えられている。体部には植物性のもので不規則な条痕が施されている。 10． 11は体

部内外に条痕力認められるものである。 1～3．12．23はI群E類である。 1 ． 2．12～15は沈線文

が施されたものである。 1は底部を欠失する。口縁部はゆるやかな波状口縁部になるものと思われる。

口唇部断面形は角形である。体部上半には幅広の施文具で斜位に沈線文が施されたのち、体部下半に

横環する沈線文が加えられている。内面調整は粗雑で、体部の沈線と同様の幅広の条痕が認められる。

胎土は砂粒を多く含む。 2は口縁部を欠失する。底部は平底である。体部に横走する沈線を施した後、

3本一組の沈線で休部を縦位に分割した後、縦位の3本一組の鋸歯状沈線文を加えている。底部付近

には縦位の細く鋭い沈線文を加えている。胎土には砂粒と少量の繊維を含む。器面調整は比較的丁寧

である。 12は口縁部を沈線で区画し、区画内に細い刺突文が加えられている。 13は緩やかな波状口縁

である。口縁部には斜位の沈線文が施された後、下端を横走する沈線で区画し、 さらに、部分的に方

向のことなる斜位の沈線を加えている。 14はH-27 (覆土2層）出土の資料と接合した。口唇部端に

丸い棒状工具で刻目文が加えられている。体部は縦位の沈線上に横位・斜位の沈線文と鋸歯状沈線文

が施されている。15の口唇部断面形は角形で、口唇直下に刺突文が加えられている。体部には縦位の

沈線文が施されている｡ 3 ．16は半裁竹管状工具内面で施文された沈線が施されたものである。 3は

調査区28-33 (I層) 28-34 (I ･Ⅲ層) 30-33 (I層）出土の資料と接合した。底部は平底で、底

部から体部下半は丸味をもち立ち上がる。口縁部は緩やかな波状口縁である。口唇部にはへう調整が

加えられ、断面形は角形である。体部には斜位の条痕が施された後、横位に沈線が加えられている。

内面には不規則な条痕と多量の炭化物が認められる。胎土には繊維を含む。砂粒は認められなかった。

器壁は脆弱である。16の口唇部断面形は角形である。口縁部には複合鋸歯的な不規則な沈線(条痕？）

が施される。 17は口唇直下に刻みが加えられた貼付帯が施されたものである。口唇部断面形は角形で

ある。口唇部直下には沈線が加えられている。 18～22は沈線が施された体部破片である。21 ．22は細

い条痕文を施文後、横環する'11扇広の沈線を施している。23は体部に横走する1本描き沈線が施された

底部破片である｡24はI群F類である。H-52の壁際から出土したものと接合した。不規則な縄文が

施されている。胎土には砂粒・繊維を含む。25はⅡ群である。覆土1及び2層から出土した。口唇部

25



第Ⅳ章世櫛出土の遺物

断面形は角形で、口唇端部に撚り糸の縄線文が加えられている。体部は付加縄文ないし斜行縄文が施

された後、単軸撚糸回転文が重ねて施文されている。胎土には砂粒・繊維を含む。調整は粗雑である。

26～39は覆土から出土したものである。26．27はI群D類である。26は口唇部断面形は切り出し状

で、口唇部外面には羽状に、内面には斜位に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口唇直下に刺突文が

加えられた沈線が2条施され、下位には不規則な沈線文力職位に加えられている。内面調整は粗雑で、

擦痕が認められる｡27は無文土器で、口縁部が外反する。口唇部断面形は丸味をもつ。内面には軽く

ナデ調整が施されているが、部分的に貝殻条痕のような条痕が認められる。28～37はI群E類である。

28～33は口縁部破片である。28～31は1本描き沈線が施されたもので、28は無文地上に沈線と刺突文

が、29は横走沈線上に3本一組の鋸歯状の沈線文が加えられている。30は横走する沈線のみのもの、

31は斜位の沈線のみのものである。32の口縁部は緩やかな波状口縁で、口縁部に半裁竹管状工具内面

による沈線文が施されている。33は口縁部直下に刻み目の加えられた貼付帯が施されている。34．35

は体部破片で、34は28と同一個体の可能性がある。35の体部には条痕・沈線を施した後、縦位の沈線

文が加えられ、下位には横環する沈線が加えられている。36．37はいずれも体部に半裁竹管状工具内

面による横走する沈線文が施された底部破片である｡36はやや揚げ底気味で、 32と同一個体の可能性

がある。体部には横走する沈線を施したのち、同じ施文具で鋸歯状沈線を重ねて施している。37は横

走する沈線と施文したのち、鋸歯状沈線文を加えている。38はI群F類で、羽状縄文が施されている。

39はⅡ群の口縁部破片で、25と同一個体である。

石器（図Ⅳ-43～46図版201 ．202．203．204．205．206)

石槍5点・石錐4点・両面調整石器1点・石匙2点・スクレイパー47点･Rフレイク13点．Uフレ

イク37点・石核1点・剥片269点・たたき石10点・すり石26点・石皿4点・砥石21点・石鋸5点・石

錘94点が出土した。掲載石器のうち、 1～17は覆土出土、 18～65は床面・床直上である。

1は石槍1 a3類。尖端部を欠く。 2は石錐1類。素材の打面部分に機能部が作出されている。背

面の加工は腹面に先行する｡ 3は石匙2a類。 4～7はスクレイパー｡ 4～6は2d類。 7は2a類。

腹面右側縁に刃部が作出される。他縁は、両面が加工される。 8はたたき石1類｡ 9はすり石1類。

平坦面にはくぼみ状のたたき痕が見られる。 10～12はすり石2類。 13は石鋸。平坦面には浅く凹むす

り痕をもつ。 14．15は砥石1類。いずれも目の細かなすり面をもつ。 16は石皿。平坦なすり面をもつ。

17は石槍1a1類。片面に加工を施して整形される。基部が破損しており、折れ面を打点とする微細

剥離痕が背面に見られる。 18．19は石錐。18は2類。折れ面を打点とし、両面に高角度の加工を施し

て機能部を作出する。先端には摩耗痕が見られる。 19の素材は両面加工品で、一端に機能部を作出す

る。20～30はスクレイパー。20は1類。背面加工後に腹面を加工し、器厚を減らすとともに、左右対

称に整形される。21～23．25～27．30は2d類。24は2d'類。腹面両側縁に刃部をもつ。背面の加

工は腹面に先行する。26は打面付近の折れ面に、 2カ所の挟入部が作出されている｡27は両側縁に錯

交剥離を施して刃部が作出される。28は2b類。刃部は腹面の二次加工面を打点として作出される。

29は2a類。30は両縁部に摩耗痕が見られる｡31～33はたたき石1類。32．33は縁部の向きあう位置

に、班状のたたき痕が見られる。34～40はすり石。34～37は1類。34は角礫の1稜部にすり面をもつ。

対縁は打ち欠きにより、円形状に整形される。稜部には班状のたたき痕が複合する。36は平坦面に稜

部から打ち欠きが加えられる。38～40は2類。38は両面の2ヵ所に、班状のたたき痕が見られる。40

は縁部に班状のたたき痕が見られる。41 ．42は砥石1類。42は平坦面に目の細かなすり面をもつ。縁

部には凸状のすり面をもつ。43は石鋸。平坦面に目の細かなすり面をもつ。44～62は石錘｡62は縁部

にすり面をもつ。平坦面には班状のたたき痕が見られる。63は石皿。 1面にすり面をもつ。
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1．住居跡出土の遺物

土製品（図Ⅳ-46）

64は円盤状土製品である。 I群E類の体部破片を用いている。内外面に条痕が認められる。穿孔が

認められ、周縁には粗い打ち欠きが加えられている。

石製品（図Ⅳ－46図版398）

軽石製石製品1点が出土した。65は片面が削られ、円形の凹み状を呈する。

H-27 (図Ⅳ－47･48)

遺物

土器（図Ⅳ-47）

I群D類(250) I群E類(105)、計355点出土した。そのうち床面・床面直上からはI群D類(57)

I群E類（4）が出土している。

1～3は床面・床面直上出土で、いずれもI群D類である。 1はH-21 (覆土1層）出土の資料と

接合した。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、口唇部断面形は丸味をもつ切り出し状である。

口縁部文様帯は刺突が加えられた沈線に挟まれた鋸歯状の沈線で上下が区画され、文様帯内の波頂部

下位には貝殻腹縁圧痕文が菱目状に施されている。そして、貝殻腹縁による器面調整は、体部上半で

は横位に、下半では斜位または下方に加えられている。内面には幅2cm程の貝殻条痕が認められる。

胎土には砂粒を多く含むが、マトリックスは肌目が細かい。 2は体部下半を欠失する。調査区28-33

(Ⅲ層） 30－34 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口

唇部断面形は切り出し状である。口唇部内外には貝殻腹縁の押引ないし圧痕が加えられている。波頂

部下位には貝殻腹縁圧痕文で三角状の文様構成が描かれ、さらに波頂部から垂下する4条の貝殻腹縁

圧痕文が加えられている。体部には半裁竹管状工具内面による沈線と幅12mm程度の条痕が認められる。

内面調整は粗雑で条痕が認められる。胎土は砂粒を多く含み、脆弱である。 3の内面調整は粗雑で条

痕が認められる。胎土には砂粒を多く含む。

4～12は覆土出土である。 4～6はI群D類である。 4は調査区32-31 （Ⅲ層）出土の資料と接合

した。口縁部は波状口縁で、口唇部断面形は切り出し状である。口唇部内面には貝殻腹縁圧痕文が羽

状に施されている。口縁部文様帯の下端は、横位の貝殻腹縁圧痕文と刺突が加えられた沈線で区画さ

れ、文様帯内には沈線と施文方向を変えた複合鋸歯状の貝殻腹縁圧痕文が施されている。僅かに残る

体部には貝殻腹縁圧痕文が認められる。5の口縁部は外反する。口縁部下端は3～4条の刺突文が加

えられた沈線で区画し、口縁部には4本一組の櫛歯状工具による刺突文が加えられている。内外の調

整は粗雑である。 6は底部破片である。外面調整は粗雑であるが、内面にはナデ調整が加えられてい

る。胎土は砂粒を多く含み、脆弱である。7～12はI群E類である。 7は調査区28-33 (I層) 29-

34 (I層) 29-34 (I層）出土の資料と接合した。底部を欠失する。口唇部断面形は角形気味で、口

唇端部に細い竹管状工具による刺突文が加えられている。体部上半は沈線を縦位に施した後、重層す

る3本一組の連弧文が施されている。体部下半は3つの文様帯からなり、横走する沈線文に上下挟ま

れた縦位の沈線文が施文されている。内面調整は粗雑で、幅1cm程の条痕が認められる。 8の口縁部

には縦位の沈線上に5本一組の複合鋸歯状の沈線文が1本描きで加えられている。体部の文様構成は

不明である。 9～11は条痕が認められるものである｡ 12は口縁部に貼付帯をもつものである。貼付帯

上には沈線が加えられている。内面にはナデ調整が施されている。胎土には砂粒を含まず、肌目が細

かい。

石器（図Ⅳ－47．48図版207.208)
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第Ⅳ章遺構出土の遺物

石錐3点・石槍2点・石匙1点・スクレイパー21点･ Rフレイク16点・石核1点・剥片98点・石斧

2点・たたき石3点・すり石21点・砥石2点・石錘23点が出土した。掲載石器のうち、 1～18は覆土

出土、 19～24は床面出土である。

1 ．2は石錐lb類｡ 1は背面両側縁に高角度の加工で整形後、腹面に加工が施される｡ 2は両面

を加工後、片面の基部から先端に向けて剥離が施される。 3．4は石槍。 3は2a3類。両面の右側

縁が加工される。 4はlal類。両面に粗加工が施される。未成品の可能性がある｡ 5は石匙3類。

つまみ部には素材打面を残す。背面両側縁に並列剥離が施される。 6は黒曜石製の剥片。7～9はス

クレイパー2d類｡ 8の刃部は、素材打面に向けて収束するが、素材打面を残す。 10a．12は石斧1

類。 10aの器体は長軸方向の研磨により整形されるが、一部では斜位の研磨も見られる。また、擦り

切り技法による擦り切り溝・折り取り痕が残る。刃部および基部は欠損する。 10bに示すとおり、両

面ともに短軸方向から斜位にかけての、線刻状の擦痕が見られる。 12は平面形が溌形を呈する。器体、

両側縁は長軸方向の研磨により整形される。刃部は短軸方向の研磨により作出される。11は石核。両

面調整石器の破損面を打点として、剥離作業が行なわれる。 13．14はたたき石1類｡ 15～17はすり石。

15．16は1類。17は2類。 18は砥石2類。 3面に目の細かなすり面をもつo 1面は浅い溝状のすり面

をもつ。 19･20はスクレイパー2a類。20は右側縁に刃こぼれ状の微細剥離痕が並ぶ。21 ．22はすり

石2類。21はすり面と側縁に班状のたたき痕をもつ。22は平坦面に班状のたたき痕をもつ。23．24は

石錘。23は縁部に班状のたたき痕をもつ。

H-28 (図Ⅳ49～52)

遺物

土器（図Ⅳ-49）

I群B類(1) I群D類(789) I群E類(257) I群F類(1)、計1,048点出土した。そのうち床

m･HP･床面直上からはI群D類(136) I群E類(35)が出土している。

1～8は床面・HP ･床面直上出土である。 1～6はI群D類である。 1はH-27 (覆土2層) ･

調査区31-30 （Ⅲ層）31－31 （Ⅲ層）の資料と計35点接合している。同床直上からは1点出土し、多

くは同覆土1層（26）から出土しており覆土出土として扱うべきものかもしれないが敢えてここで扱

った。体部下半を欠失する。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口唇断面形は切り出し

状で、口唇部外面に貝殻腹縁の押引文が加えられている。口縁部文様帯下端には2条の鋸歯状沈線文

が施されている。波頂部下位は菱目状ないし三角状に貝殻腹縁圧痕文が施され、波頂部から垂下する

2条の貝殻腹縁圧痕文と2個の円形刺突文が加えられている。器面内外の調整は粗雑で、擦痕が認め

られる。胎土は砂粒が多く、脆弱である。 2は小型土器である。口縁部は平縁で、口唇部断面形は切

り出し状である。口唇部から口縁部にかけて4段の貝殻腹縁の押引文が加えられ、内面にも斜位の貝

殻腹縁の押引文が施されている。器面調整は粗雑である。胎土は砂粒を多く含む。 3はH-133 (覆

土2層）調査区31-29 （Ⅲ層）31－30（Ⅲ層）36－33（Ⅲ層） と接合した。体部下半を欠失する。体

部上半でくびれ、口縁部は外反する。口縁部は平縁で、口唇部断面形はやや角形気味である。口唇直

下には2列の刺突が加えられ、部分的に貝殻腹縁圧痕文も加えられている。器面内外に横位の貝殻条

痕が認められる。胎土には多量の砂粒が混入されている。4の破片は床面直上から多く出土し、同一

個体はH-7 (覆土1層) H-12 (覆土3層) H-84 (覆土1層）調査区26-27 (Ⅲ層）から出土し

ている。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面

には貝殻腹縁圧痕文が羽状に加えられている。内面には貝殻腹縁圧痕文が施されたのちに器面調整が
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加えられ、圧痕文は僅かに痕跡が残る程度である。口縁部文様帯には横位の貝殻腹縁圧痕文と沈線文

で、波頂部下位に三角状の文様を作出し、刺突文を加えている。体部には内外とも貝殻条痕が認めら

れる。胎土は砂粒を多く含み脆弱である。 5は波状口縁で、口唇断面形は角形である。口唇部内面に

は貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には波状口縁に沿って2条の沈線文と2条の鋸歯状沈線

文が施され、さらに波頂部下位には短い沈線文と刺突文が縦位に加えられている。器面には貝殻条痕

が認められる。 6は調査区30-29 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は丸味をもつ。口唇

部外面に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には5条の横環する沈線が施され、沈線間には横

位からの刺突文が加えられている。 7． 8はI群E類の体部破片である。7は1本描き沈線で、縦位

の沈線上に横位の沈線文が加えられている｡ 8は刻目が加えられた貼付帯が認められるもので、調査

区31-29から同一個体が出土している。体部に細い2本一組の沈線が認められる。

9～19は覆土出土である。9～16はI群D類である。 9は調査区30-30 （Ⅲ層）出土の資料と接合

した。体部下半を欠失する。口縁部は、 4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、波頂間の中央に小突起が

加えられている。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内外に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口

縁部には波状口縁に沿って2条の鋸歯状沈線文が施文されている。器面外面にはナデ調整が、内面上

半には貝殻条痕文が、下半にはナデ調整が認められる。10は覆土1層から出土し、H-22 (覆土5層）

H-27 (覆土1層)H-90(覆土1層)H-133 (覆土2層) P-70(覆土3層）調査区30-31 (Ⅲ層）

31-30 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部

外面には貝殻腹縁の押引を施文した後、刺突文が加えられている。口縁部には2段の貝殻腹縁の押引

を施し、部分的に刺突列が加えられている。そしてさらに、口縁部下位から垂下する刺突列が加えら

れている。器面調整は粗雑で、内面には横位に貝殻条痕が認められる。11の口唇部断面形は切り出し

状気味である。口唇から口縁部にかけて矢羽根状の沈線文が施されている。器面調整は粗雑で、外面

には指頭による調整痕が、内面には指頭による調整痕とともに棒状工具を5本程並べたような幅広の

調整具による調整痕も認められる。胎土には砂粒を含む｡12は覆土1層から出土し､調査区30-29（Ⅲ

層）31－29 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内外に貝殼腹縁の

押引文を施している。口縁部には貝殻腹縁文が加えられた沈線が施文されている。器面外面は丁寧に

ナデ調整が加えられ、内面には条痕が認められる。 13の口唇断面形は切り出し状で、口唇部には細く

鋭い刻目文が加えられている。口縁部には刺突文が加えられた2条の沈線が施され、その下位に鋸歯

状沈線が加えられている。器面内外にはナデ調整が加えられている｡ 14は波状口縁で、口唇部断面形

は角形である。口唇部内面には貝殻腹縁の押引きが加えられている。口縁部には貝殻腹縁による押引

文が羽状に施された後、波状口縁に沿って1条の貝殻腹縁圧痕文と3条の刺突が加えられた沈線文が

加えられている。波頂部には垂下する刺突列が加えられている。器面内外には不規則な貝殻条痕が認

められる。 15の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部には細い刺突文が加えられている。口縁部には

沈線・刺突が加えられた沈線． くずれた波状沈線・刺突が施文されている。 16は無文土器である。器

面外面には部分的に条痕が認められ、内面にはナデ調整が施されている。 17～19はI群E類である。

17は縦位の沈線上に沈線が加えられている｡ 18は口唇部直下に刻みが加えられた貼付帯をもつもので

ある。 19は口縁部が肥厚するものである。器面外面にはへう調整が施されている。内面には条痕が認

められる。

石器（図Ⅳ-50～52図版208～211)

石錬2点・石槍7点・両面調整石器2点・石匙8点・スクレイパー52点･ Rフレイク20点･Uフレ

イク18点・石核1点・剥片338点・石斧2点・たたき石12点・すり石31点・石皿2点・砥石8点・石
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鋸1点・石錘118点が出土した。掲載石器のうち、 1～25は覆土出土、26～49は床面・床直上出土で

ある。

1 ．2は石槍◎ 1は4類。基部付近の腹面は、背面の二次加工面を打点として加工される｡ 2は無

茎で柳葉形の1b3類。 3～6は石匙｡ 3は2a類。端部は両面が加工され、直線的に整形される。

両側縁には、刃潰れが見られる。 4は2b類。両側縁は端部で収束する。腹面の加工は、背面に先行

する。 5は2a類。 6は3類。背面右側の折れ面につまみの挟入部が作出される。 7～14はスクレイ

パー。 7は2a類｡ 8～10は2d類◎側縁部には刃こぼれが見られる。 10は2d類。 11は1類。 12は

2d類。両側縁の刃部が端部で収束する。収束部付近の刃角は両側縁とも約75.である。 13は2d類。

14は2d'類。錯交剥離により刃部が作出される。腹面左側縁の刃部は鋸歯状を呈する。 15． 16は石

斧1類◎ 15は小型品で、器体には擦り切り溝がみられる。整形時には、同一面においても長短両軸方

向からの研磨が施される。片側縁に折り取り痕を残す。刃部は長軸方向の研磨により作出される｡ 16

はH-28－覆土1層出土の基部とH-133-覆土2層出土の刃部が接合したもの。器体と両側縁は長

軸方向の研磨により整形される。片側縁に折り取り痕を残す。刃部は短軸方向～斜位の研磨により作

出される。 17は1類のたたき石。 18～22はすり石1類｡ 18は側稜部に班状のたたき痕が見られる。20

はすり面に班状のたたき痕が複合する。21は側稜部に班状・ くぼみ状のたたき痕が見られる。23は石

鋸。素材は厚手の頁岩製剥片。原石面には石英粒が付着する。24は砥石1類。目の細かなすり面をも

つ。25は石皿。片面に平坦なすり面をもつ。26は石鍍1b類。両面が加工される。27は石匙3類。素

材の剥離端部付近につまみ部が作出される。28．30はスクレイパー2d'類。30は片面加工で、一部

に並列剥離が施される。また、腹面の基部にも加工が施される。尖端部付近の両側縁に刃こぼれ状の

微細剥離痕が並ぶ。刃角は55｡～60.である。腹面の加工面の状態から、現存部よりも幅広の素材の腹

面に、二次加工を施し、その加工面を打点として刃部が作出されたと思われる。29は両面調整石器。

折れ面付近の側縁は再加工される。31は石核。不定形の剥片が剥離される。また、打面転移が行なわ

れている｡32はたたき石1類｡33～35はすり石1類｡34はすり面の対縁に打ち欠きを受ける。側稜部

には班状のたたき痕が見られる。35は側稜部に班状のたたき痕が見られる。36はすり石2類。縁部に

くぼみ状のたたき痕が見られる。37は砥石1類。すり面にくぼみ状のたたき痕をもつ｡38～47は石錘。

47は縁部に班状のたたき痕をもつ。

土製品（図Ⅳ-52）

48は円盤状土製品である｡ I群E類の無文の体部破片を用いている。穿孔が認められ、周縁に擦り

が加えられている。

石製品

円盤状石製品の未成品が1点出土したが、掲載はしない。

H－29 （図Ⅳ-53）

遺物

土器（図Ⅳ-53）

I群D類(69) I群E類(6)、計75点出土した。そのうち床面・床面直上からはI群D類(25)

が出土している。

1 ．2は床面出土のI群D類である。 1の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内外面に貝殻腹縁

の押引文が加えられている。口縁部文様帯の上端は刺突が加えられた沈線で区画され、文様帯内には

貝殻腹縁圧痕文が菱目状に施されている◎2は小型土器で、器面調整は粗雑である。
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3． 4は覆土出土である。 3はI群D類である。口縁部は波状口縁で、口縁部は強く外反する。波

頂部の両側には小突起が加えられている。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面に押引文が加え

られている。口縁部文様帯の波状部下位には貝殻腹縁圧痕文が三角状に施文された後、頂部に刺突文

が加えられた山形の沈線文が加えられている。文様帯下端には斜め下方からの刺突が加えられた沈線

と波状沈線が加えられている。胎土は砂粒が多い。器面調整は粗雑である。 4はI群E類で、口唇部

断面形はやや肥厚する切り出し状である。器面内外に条痕が認められる。内面には多量の炭化物が付

着している。

石器（図Ⅳ－53図版211）

石匙1点・スクレイパー2点･Uフレイク7点・剥片8点・研磨石材1点・たたき石1点・すり石

2点・砥石3点・石錘8点が出土した。掲載石器のうち、 1～4．6は覆土出土、 5． 7 ． 8は床直

上・HP埋土出土である。

1 ．2は石匙。 2は3類。背面左側縁の加工面を打点として腹面が加工される。 2は2a類。素材

の剥離端部につまみ部が作出される｡ 3はスクレイパー2d'類。端部は欠損するが、両側縁は鋭角

的に収束したと思われる。 4はたたき石1類｡ 5はすり石1類。長軸方向の一端から稜部にかけて、

つぶれ状のたたき痕が見られる。また、一方の端部には打ち欠きが加えられている。 6は砥石2類。

片面に2条のやや浅い溝状のすり痕をもつ。 7は砥石1類。 8は石錘。すり石複合である。被熱によ

ると思われる変色が部分的に見られる。

H-30 (図Ⅳ-53)

遺物

土器（図Ⅳ-53）

I群D類（12）が出土した。そのうちHPからはI群D類(4)が出土している。

1はHP (埋土）出土の底部破片である。器面内外面に粗雑なナデ調整が加えられている。

2．3は覆土出土のI群D類である。 2の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内外面に貝殻圧痕

文が加えられている。口縁部にはl状の貝殻腹縁圧痕文が加えられた沈線文と横位の貝殻腹縁圧痕文

が施されている。 3の口唇部断面形は角形である。口唇部外面には細い刻目文が斜位に加えられ、口

縁部には波状沈線と2状の横環する沈線文が施されている。

石器（図Ⅳ－53図版211）

すり石が2点出土した。 1は1類で床面出土。 2稜部にすり面をもつ。

H-31 (図Ⅳ-54)

遺物

土器（図Ⅳ-54）

I群D類(271) I群E類(20)、計291点出土した。そのうち床面･HPからはI群D類(20) I

群E類（1）が出土しているが、小破片のため掲載できなかった。

1～9は覆土出土で、 1～6はI群D類である｡ 1は小型土器で、覆土1 ･ 2 ･ 3層から出土し、

調査区38-31 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、口唇部断

面形は角形である。口唇端部に刺突が加えられている。体部には横位ないし斜位に押引文が施されて

いるが、文様構成および施文具の不明である。内面には横位の条痕が認められる。胎土には砂粒を含

む。 2の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部には貝殻腹縁圧痕文が羽状に施されている。口縁部に
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は横位の貝殻腹縁圧痕文・鋸歯状沈線文・貝殻腹縁の押引文が施されている。体部は貝殻背面圧痕が

施されている。器面内面には横位の条痕、下位にはナデ調整が加えられている。 3の口縁部は平縁で

ある。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面に2～3段の貝殻腹縁圧痕文が斜位に加えられてい

る。器面外面には指頭による調整痕が、内面はミガキ調整が加えられている。 4の口唇部断面形は切

り出し状で、口唇部には貝殻腹縁圧痕文が斜位に施されている。口唇部直下には刺突文が加えられた

沈線文が、口縁部には縦位ないし斜位の貝殻腹縁圧痕文と横位の貝殻腹縁圧痕文が施されている｡ 5

は波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状で、口唇端部に2列の刺突文が加えられている。口縁

部には波状口縁に沿って4本の沈線が施され、波頂部から垂下する1本の沈線文と口縁部には斜行沈

線文が加えられている。胎士に砂粒を含む。 6の口唇部断面形は切り出し状である。口唇外面には摘

み揚げ爪形文が施され薄い貼付帯が施されている。口唇端部には沈線文が、口唇直下には貝殻背面圧

痕文が1段施されている。口唇部内面には縦位の貝殻腹縁圧痕文が加えられ、体部内外には横位の条

痕が認められる。胎土には多量の砂粒を含む。7～9はI群E類である。 7の口唇部断面形は角形で、

体部には指頭による整形痕が認められる。 8は無文である。 9は底部破片で、体部は無文である。

石器（図Ⅳ－54図版212）

石雛1点・石錐1点・スクレイパー4点･ Rフレイク4点・剥片28点・たたき石2点・すり石4点

・砥石2点・石錘46点・石皿1点が出土した。掲載石器のうち、 1～4は覆土出土、 5～11は床面・

HP埋土出土である。

1は石錐6類。素材は石錐で、腹面基部を加工して機能部を作出する。先端部には摩耗痕が見られ

る。 2はスクレイパー2a類。背面左側縁にはノッチ状の加工痕をもつ。 3は砥石1類。縁部に石鋸

の刃部と思われる凸状のすり面を有するが、平坦面のすり面に切られており、転用されたものと考え

られる。4はすり石2類。器面には亀裂が生じているが、両面に目の細かなすり痕が残る。 5はたた

き石1類。 6～11は石錘。7は縁部に班状のたたき痕が見られる｡ 10は破損面に挟入部を再生したも

のと思われる。

H-32 (図Ⅳ-55)

遺物

土器（図Ⅳ-55）

I群D類(66) I群E類(25)、計91点出土した。そのうち床面からはI群D類(7)が出土して

いる。

1 ． 2は床面出土のI群D類である。 1の口唇部断面形は尖がり、口唇部外面に縦位の貝殻腹縁圧

痕文が加えられている。器面にはナデ調整が施されている。 2は無文土器で、口唇部断面形は丸味を

もつ。

3～7は覆土出土である。3～5はI群D類である。3はH-36 (覆土1層）調査区37-30 (Ⅲ層）

出土の資料と接合した。口縁部は波状で、口唇断面形は切り出し状である。口唇部内外に貝殻腹縁圧

痕文が加えられている。口縁部には横環する沈線と刺突文が加えられた沈線文が施され、波頂部下位

には刺突文が加えられた沈線文で菱目状の文様構成を作り出している。波頂部からは刺突文が垂下す

る。器面にはへう状工具による器面調整が加えられている。 4の口唇部断面形は切り出し状で、口唇

外面に細い刻目文が加えられている。口縁部には上下に刺突文が加えられた波状沈線が施されている。

器面調整は内外とも丁寧である。5はH-114 (風倒木痕：撹乱） と接合した。口唇部断面形は切り

出し状で、口唇部内面には貝殻腹縁圧痕文が施されている。口縁部には縦位の貝殻腹縁圧痕文を2段
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施した後、口唇部直下に刺突を加えた沈線を加えている。 6．7はI群E類の体部破片で、いずれも

条痕上に沈線文が施され、 6は4本一組の「X」字状の沈線文が、 7は格子目状の沈線文が施されて

いる。 6はH-121 (覆土1層） と接合している。

石器（図Ⅳ－55図版212）

石錬1点・石匙1点・スクレイパー4点･Rフレイク10点・剥片32点・石斧1点・たたき石1点・

すり石5点・砥石11点・石錘42点が出土した。掲載石器のうち、 1～6は覆土出土、 7から11は床面

出土である。

1は石鑛2b類。背面に加工を施して整形される。腹面先端部の剥離面は背面の加工に先行する。

2は石匙2a類。両側縁は端部で収束する。背面の刃角は端部に向けて高くなる。3．4はスクレイ

パー。 3は2d類。腹面に刃部が作出される。外湾する刃部に伴う摩耗痕が両面に見られる（図スク

リーントーン部分)。 4は2b類。素材背面の端部に、約40.の剥離角で刃部が作出される。素材剥片

のバルブ付近の両側縁部が加工され、縁部が刃潰れ状に摩耗する。 5は石斧1類。器体と側縁部は長

軸方向の研磨で整形される。片縁には折り取り痕が残される。刃部は短軸方向の研磨により作出され

る。 6は砥石1類。 7～11は石錘｡ 7は縁部に凸状のすり面をもち、石鋸の転用品の可能性がある。

8は縁部につぶれ状のたたき痕をもつ。

H-33 (図Ⅳ－56．57)

遺物

土器（図Ⅳ-56）

I群D類(163) I群E類(26)、計189点出土した。そのうち床面からはI群D類(57) I群E類(4)

が出土している。

1～9は床面・床面直上出土である。 1～7はI群D類である。 1は、本遺構床面直上から1点出

土し、 H-31 (覆土1層) H-36 (覆土1 ･ 2層）調査区38-31 (Ⅲ層）から出土した土器片と接合

し、その大半はH-36 (覆土1 ･ 2層）調査区38-31 (Ⅲ層）から出土した。体部下半を欠失する。

口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内面には貝殻

腹縁の押引が、外面には貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁圧痕文が羽状に施さ

れ、下位には2条の横環する貝殻腹縁圧痕文が施され、下端には鋸歯状の沈線文が加えられている。

体部には貝殻背面圧痕文が施文されている。胎土は砂粒が多く脆弱である。体部表面には著しい剥離

・磨滅が認められる。 2は調査区38-31 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口縁

部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、波状間のほぼ中央に小突起が施されている。口唇部断面形は

丸味をもち、口唇部外面には貝殻腹縁の押引文が加えられている。口縁部には貝殻背面圧痕文上に横

環する沈線文と波状沈線が施されている。そして、波状部と小突起から垂下する刺突列が加えられて

いる。体部内面にはナデ調整が加えられている。胎土には砂粒を多く含む。 3はH-38 (覆土2層）

H-78 (覆土Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波

状口縁で、口縁部には貝殻腹縁圧痕文を菱目状に施し、下端に横位の圧痕文と2条の鋸歯状沈線が施

されている。そして、波頂部から垂下する刺突列が加えられている。体部上半にはロッキングによる

貝殻腹縁圧痕文が施されている。 4 ．5は同一個体である。口唇部断面形は切り出し状である。口唇

部内面には貝殻腹縁による押引文が、口唇部外面の上部には鋸歯状沈線、下位には貝殻腹縁による押

引文が施されている。口唇直下には横環する2条の貝殻腹縁圧痕文と刺突列が施文されている。胎土

には砂粒を多く含む。 6．7は口唇部に摘み揚げによる爪形文が施されたものである。 6の口唇部断

33



第Ⅳ章遺構出土の遺物

面形は切り出し状である。口縁部には2条の鋸歯状沈線と2本の横環する沈線文が施されている。体

部には口縁部文様施文後に貝殻背面圧痕文が加えられている。内面には貝殻条痕が認められる。 7の

体部は無文で、胎土には砂粒を含む。 8．9はI群E類である。 8は口唇部端部に刻目文が加えられ、

体部は横位の条痕上に半裁竹管状工具内面による2本一組の沈線文と外面による1本描きの沈線文が

施されている｡ 9は体部破片で、口唇直下に刻目文が加えられた貼付帯が施されているものである。

休部外面には条痕が認められ、内面にはミガキ調整が加えられている。

10～13は覆土出土である｡ 11はI群D類で、口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、波状間に

小突起（副突起）が加えられている。口縁部断面形は切り出し状である。波状口縁部下位は三角状に、

小突起下位は菱目状に貝殻腹縁圧痕文が施され、その下位には2条の鋸歯状沈線文が加えられ、更に

波頂部及び小突起から垂下する刺突文が加えられている。体部内外には貝殻条痕が認められる。胎土

は砂粒が多く、脆弱である。 10．12．13はI群E類である。 10は調査区37-31 (Ⅲ層）出土の資料と

接合した。体部上半を欠失する。底部は揚げ底である。休部には条痕上に沈線が加えられている｡ 12

・13は無文で、同一個体の可能性がある。器面調整は比較的丁寧で、内外とも炭化物が付着している。

石器（図Ⅳ－57図版213）

石雛1点・石槍2点・石錐1点・スクレイパー6点．Rフレイク11点･Uフレイク1点・剥片41点

・たたき石1点・すり石2点・石皿1点・砥石4点・石鋸1点・石錘57点が出土した。掲載石器のう

ち、 1～5は覆土出土、 6～30は床面・床直上出土である。

1は石雛3類。両面加工で整形される。2は石錐4類。素材腹面が加工される。 3．4はスクレイ

パー。 3は2a類。4は2d類。 5はたたき石1類。 6は石鋸。刃部の転移が行なわれている。 7～

15は石錘｡ 16は石皿。

H-34 (図Ⅳ－58．59)

遺物

土器（図Ⅳ-58）

I群D類(482) I群E類(11) I群(45)、計538点出土した。そのうち床面・床面直上からはI

群D類(133) I群E類(1) I群(45)が出土している。

1～5は床面・床面直上出土のI群D類である。 1は体部破片で、外面には縦位のナデ調整が、内

面には横位に条痕が認められる。 2は内外面に条痕が認められる底部破片である｡ 3 ･ 4は同一個体

である。口縁部は波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状気味で、口唇内外に刻みが加えられて

いる。口縁部は沈線で区画され、横環する刺突列と鋸歯状沈線が施されている。胎土には砂粒を多く

含み、脆弱である。器面外面にはナデ調整が加えられ、器面内面には条痕が認められる。5は調査区

37-30 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は尖がり、口縁部には入れ子の連弧状沈線文が

施され、そして連続刺突文で口縁部文様の上下に縁取りを加えている。

6～9は覆土出土である。 6は調査区38-31 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。口縁部は4カ所の波

頂部をもつ波状口縁である。口唇部断面形は切り出し状気味で、口縁部内面には貝殻腹縁による押引

が加えられている。文様は体部下半まで施され、口縁部文様帯と体部文様帯にわけられる。口縁部文

様帯は、無文地上に波頂部下位に貝殻腹縁圧痕文が三角形に施され、波頂部からは沈線と沈線に沿っ

て加えられた刺突文が放射状に垂下し、波状部中間にも垂下する刺突列が加えられている。口縁部文

様帯下端には2条の鋸歯状沈線文が加えられている。体部には貝殻腹縁の押引文が施されている。体

部文様帯下端は横環する2列の貝殻腹縁圧痕文で区画され、波頂部及び波状部中間から放射状に垂下
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した沈線に連結するように放射状の沈線文と刺突列が施されている。内面調整は丁寧である。胎土は

砂粒を多く含み、脆弱である。 7は波状口縁である。口唇部断面形は、切り出し状気味で、口唇部に

は貝殻腹縁状の施文具で圧痕文が施されている。波頂部下位には、口唇部と同様な施文具で菱目状の

文様を作出し、下端に2条の横環する沈線と鋸歯状沈線が施され、波頂部から垂下する刺突が加えら

れている。内面には条痕が認められる｡ 8の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内外には斜位ない

し横位の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部下端は横環する貝殻腹縁圧痕文によって区画され、

口縁部は、貝殻腹縁圧痕文が菱目状に施されている。 9の口唇部断面形は尖がる。口唇直下には、横

環する沈線文と刺突文が施され、さらに口唇直下に斜位の沈線を重ねて施文している。

石器（図Ⅳ－58．59図版214.215）

石錐1点・石匙3点・スクレイパー19点・剥片153点．Rフレイク12点・たたき石9点・すり石15

点・石皿1点・砥石2点・石錘79点が出土した。掲載石器のうち1～9は覆土出土、 10～30は床面・

床直上出土である。

1は石匙3類。素材剥片の背面右側縁に約50.の打角で刃部が作出される。背面端部は腹面の二次

加工面を打点とする加工で、外湾状に整形される。 2～4はスクレイパー｡ 2は2d類。素材腹面の

周縁部に鋸歯状の刃部が作出される｡ 3は1類。 4は2d類。素材端部はヒンジフラクチャーをおこ

す。 5～7はたたき石。5は集中する班状のたたき痕が見られる。 6．7は1類。 8～9はすり石1

類。 8は外湾する稜部にすり面をもつ。 9は三角柱状の礫を用いる｡ 10は石雛1b類。 11 ･ 12は石匙

2a類。 12はつまみ部が作出されていないが、未成品と考えられる。 13～17はスクレイパー。 13は2

．類。両側縁の刃部に､刃こぼれ状の微細剥離痕が並ぶ。 14も2d類。両側縁の刃部とも、刃こぼれ

状の微細剥離痕が並ぶ。 15は2a類。刃部には刃こぼれ状の微細剥離痕が並ぶ。 16は2d類。背面左

側縁と腹面右側縁に刃部を作出後、背面右側縁に高角度の刃部が作出される。 17は1類◎素材剥片の

端部側に高角度の加工を施し、円弧状の刃部が作出される。 18．19はたたき石1類｡20．21はすり石。

20は1類。端部にはたたき痕が見られる。21は2類。22は砥石1類。目の細かなすり面をもつ。23～

29は石錘。24は縁部につぶれ状のたたき痕をもつ。26は側縁につぶれ状、平坦面にくぼみ状のたたき

痕を持つ。30は石Ⅲ。 2面にすり面をもつ。

土製品（図Ⅳ-59）

31は両端に裏面からの挾りが加えられた土器片錘である｡ I群D類の口縁部破片を用い、口縁部に

は3段の貝殻腹縁の押引文と押引文間を区画するように加えられた鋸歯状沈線文が施されている。

H－35（図Ⅳ-60）

遺物

土器（図Ⅳ-60)

I群D類(422) I群E類(22)、計444点出土した。そのうち床面･HP ・床面直上からはI群D

類(189) I群E類(5)が出土している。

1は床面直上・覆土出土のI群D類である。体部下半を欠失する。無文土器である。口唇部断面形

は角形である。器面内外面には部分的に条痕が認められるが、粗いナデ調整が加えられている。胎土

は砂粒が多く、脆弱である。

2．3は覆土出土のI群E類である｡ 2の口唇部断面形は角形である。休部上半には、条痕上に沈

線文が格子目状に施文されている｡ 3の口唇部断面形は角形である。体部には横位の条痕上に縦位の

沈線文が施された後、横位・斜位の沈線文が加えられている。
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石器（図Ⅳ－60図版216）

石槍2点・石匙1点・スクレイパー12点・石斧2点・たたき石3点・すり石9点・砥石5点・石錘

45点が出土した。掲載石器は、全て覆土出土である。

1は石匙3類。両側縁に錯交剥離が施される。端部は両面に刃こぼれ状の剥離痕が見られる。 2～

5はスクレイパー。 2 ．3は2d類。 2は背面の全周に刃部が作出され、刃部は両端で収束する。

刃部には部分的に刃潰れが見られる。3は刃部を打点として腹面が加工される。 4は2d類｡ 5は2

．類。錯交剥離により高角度の刃部が作出される｡ 6は石斧1類。定角式に近い。基部は斜位の研磨

により整形される。器体は主に長軸方向で研磨されるが、部分的には斜位の研磨が先行したと思われ

る。両側縁には折り取り痕が一部に残る。片側縁は長軸方向に研磨されるが、対縁は短軸方向の研磨

により整形される。刃部は欠損するが、折れ面は再研磨される｡ 7はたたき石1類｡ 8 ．9はすり石。

8は2類。縁部にはつぶれ状のたたき痕をもつ。 9は1類。

H-36 (図Ⅳ－61 ．62)

遺物

土器（図Ⅳ-61）

I群D類(370) I群E類(41)、計411点出土した。そのうち床面からはI群D類(32) I群E類(1)

が出土している。

1 ．2は床面出土のI群D類である。 1は床面・覆土1層から出土し、調査区38-32（Ⅲ層）出土

の資料と接合した。口縁は平縁になるものと思われる。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面に

は縦位と検位の貝殻腹縁圧痕文が、内面には貝殻背面の押引文が施されている。口縁部には3～6条

の鋸歯状沈線が施され、部分的に口唇直下に斜位の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部下位に

は2～3段の貝殻背面の押引文が加えられている。体部の器面調整は粗雑で、外面には粗雑なナデ調

整が、内面には幅5cm程の条痕が認められる。胎土は砂粒を多く含み、脆弱である。 2は体部破片で、

外面には指頭による調整痕が、内面には貝殻条痕が認められる。

3～8は覆土出土である。3～7はI群D類である。3は調査区38-31 （Ⅲ層)38-32(1 ･Ⅲ層）

出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面には斜位の

貝殻腹縁圧痕文が施されている。口縁部には2条一組の貝殻腹縁圧痕文と鋸歯状沈線が交互に4段施

されている。器面内外にナデ調整が加えられている。胎土は砂粒が多く、脆弱である。 4の口唇部断

面形は角形である。口縁部には横位の貝殻腹縁の押引文が疎らに施文されている。器面調整は内外と

も粗雑で、内面には不規則な貝殻条痕が認められる。 5は体部下半を欠失する。覆土1層と調査区38

－32（Ⅲ層）出土の資料が接合した。体部内外には貝殻腹縁条痕文と半裁竹管状工具内面による条痕

が認められる。胎土は砂粒が多く、脆弱である｡ 6は器面には貝殻背面の押引文が施され、口縁部に

2列一組の刺突文が鋸歯状に施文されている。口縁部内面には貝殻背面の押引文が、体部内面には貝

殻条痕が認められる。7は無文土器である。口唇部断面形は丸味をもち、内面には刻目文が加えられ

ている。器面調整は粗雑で、内外とも条痕が認められる。 8はI群E類である。口唇部断面形は角形

気味である。口縁部には1本描き沈線で矢羽根状の沈線文が施されている。

石器（図Ⅳ－62図版216）

石鍼1点・石匙2点・スクレイパー11点．Rフレイク4点・剥片46点・たたき石1点・すり石1点

・砥石3点・石錘32点が出土した。掲載石器のうち、 1 ．2は覆土出土、 3～14は床面･HP埋土出

土である。
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1は石雛2b類。両面に並列剥離を施して整形される。腹面基部付近には、素材腹面を残す。腹面

の加工は背面に先行する｡ 2は石匙2a類。背面右側縁は腹面左側縁の二次加工面を打点として、直

線的に加工される｡ 3は石匙3類。つまみ部は、T字形状に加工される。両側縁の刃部には刃こぼれ

状の微細剥離痕が並ぶ｡ 4はスクレイパー2b類｡ 5はすり石1類。長軸端部には目の細かなつぶれ

状のたたき痕をもつ。また、平坦面にはすり面に先行する班状のたたき痕が見られる｡ 6はスクレイ

パー。破損しており細分は不明。片縁に約75.の打角で刃部が作出される。 7～14は石錘。 8．9は

縁部にたたき痕をもつ。また、 9は破損面に挟入部を再生する。 12は片面に平坦なすり面をもつ。

土製品（図Ⅳ-62）

15は円盤状土製品である｡ I群E類の体部破片を素材として用いている。体部には沈線文が加えら

れている。穿孔が認められ、周縁に粗い打ち欠きが加えられている。

H-37 (図Ⅳ-62)

遺物

土器（図Ⅳ-62）

I群D類が4点出土した。いずれも覆土出土である。

1～3は体部破片である。 1は体部にナデ調整が加えられた後、貝殻腹縁圧痕文が斜位に施されて

いる。 2．3は無文の体部破片で、器面内外に粗いナデ調整が施されている。

H-38 (図Ⅳ-63～70)

遺物

土器（図Ⅳ－63．64）

I群D類(384) I群E類(761) I群F類(3) I群(5)、計1,153点出土した。そのうち床面・

HPからはI群D類(86) I群E類(355)が出土している。

1～24は床面･HP ･床面直上出土である。 6～9はI群D類である。 6･ 7は波状口縁である。

口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内面に貝殻腹縁の押引きが加えられている。 6の口縁部文様は

2段からなり、入れ子の貝殻腹縁圧痕を鋸歯状や菱形状に施文したのち、波頂部から垂下する刺突列

が加えられている。 7は口唇部外面に貝殻腹縁押引文が加えられている。口縁部は波頂部に沿って刺

突文と貝殻腹縁圧痕文が施され、下位に貝殻腹縁圧痕が加えられた沈線文と2条の鋸歯状沈線が加え

られている。 8は平縁で、口唇部断面形は丸味をもち、口唇端部に刺突文が加えられている。口唇部

直下には横位の貝殻腹縁圧痕が施され、口唇部には2条の鋸歯状沈線文とあたかも隙間を埋めるよう

に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。下端には刺突文が施されている。胎土は多量の砂粒を含み、脆

弱である。 9の口唇部断面形は切り出し状である。口唇部外面には縦位の貝殻腹縁による押引文が施

されている。口縁部内面にはミガキ調整が加えられている。 1～5．10～24はI群E類である。 1は

床面から出土した。口縁部は緩やかな波状口縁である。器面に斜位の沈線を施したのち、口縁部には

波頂部から放射状に3方向に垂下する複合鋸歯状的な4本一組の沈線と波頂部中間から垂下する縦位

沈線が施され、下端部を半裁竹管状工具内面による沈線で区画している。そして、波頂部下位には部

分的に穿孔が加えられている。体部文様帯には斜位の条痕上に方向の異なる2本一組の1本描き沈線

が加えられている。 2の口縁部は平縁で、口唇断面形は角形気味である。体部には斜位気味の横位の

半裁竹管状工具内面による沈線文が加えられている。内面にはナデ調整が施されている。内面には炭

化物が付着する｡ 3は底部を欠失する。口縁部は平縁で、口唇部断面形は角形である。器面内外には
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ナデ調整が施されている。 4の口縁部は平縁で、底部は揚げ底である。口唇部断面形は角形である。

器面内外にはナデ調整が施されているが、体部下半内面に条痕が認められる。 5は体部に横位の線が

施された揚げ底の底部破片である。 10～12は沈線が施されているものである。 10は緩やかな波状口縁

になるものと思われる。口唇部断面形は丸味をもち、口唇端部には、刻み目が加えられている。体部

には太い沈線文が施文されている。内面にはナデ調整が加えられている｡ 11の口唇部断面形は丸味を

もつ。口縁部は沈線で区画され、斜位の浅い沈線が施文されている｡ 12は口唇部外面に刻みが加えら

れ、体部には2本一組の沈線文が加えられている。 13．14は半裁竹管状工具内面による沈線文が施さ

れているものである｡ 13の口唇部断面形は角形で、口唇端部に刻目文が加えられている。休部には、

無文地上に斜位の沈線文が方向を変えて施されている。内面には多量の炭化物が付着している｡ 14は

横走する沈線上に斜位の沈線が加えられている。 15～20はナデ調整が施されているが部分的に条痕が

認められるものである。21は内外とも条痕が認められる体部破片である。22～24は底部破片で、22．

23は体部に沈線が施されたもの、24は条痕が認められるものである。

25～50は覆土出土である。27．28はI群D類で、27は波状口縁で、口唇部断面形は角形である。口

唇直下に細かい貝殻腹縁圧痕が施され、波頂部から斜位に2本一組の沈線が施文されている。下位に

は刺突が加えられた沈線と鋸歯状沈線が加えられている。外面にはナデ調整が施されている。胎土に

は多量の砂粒を含む。28は口縁部に貼付帯をもつもので、口唇部断面形は尖がる。口縁部肥厚帯上に

刺突文が加えられた2条の沈線と縦位及び鋸歯状の沈線文が施されている。器面調整は内外とも粗雑

である。25.26.29～50はI群E類である。25は調査区36-32 （Ⅲ層） 37－32 （風倒木痕）出土の資

料と接合した。体部下半を欠失する。口縁部は緩やかな波状で、口唇部断面形は角形である。体部に

は横走する沈線が施され、体部上半には、波頂部から鋸歯状気味の3～4本一組の沈線文と波頂部間

の中間に縦位の2～3条一組の沈線が加えられている。内面上半には横位の条痕が、下半にはナデ調

整が加えられている。26はH-116 (覆土1層）調査区36-29 (Ⅲ層) 36-36 (Ⅲ層) 38-31 (Ⅲ層）

38-35 (mb層）出土の資料と接合した。口縁部に貼付帯をもち、口唇部断面形はやや丸味をもつ角

形である。肥厚帯上に羽状の刻目文が施された後、横環する沈線文が加えられている。体部外面には

櫛状のもので11156mmほどの条痕が施され、内面にはナデ調整が加えられている。胎土は砂粒が多く、

脆弱である。補修孔が2カ所認められる。29～34は1本描き沈線が施されたものである。29．30は横

位の沈線上に、31 ．32は縦位の沈線上に、33．34は無文地上に沈線文が施されている。35は無文地に

半裁竹管状工具内面による沈線が施されたものである。36～41は口唇部直下に貼付帯が施されたもの

である。36～39は体部に条痕が認められるもので、36の体部には鋸歯状沈線文が加えられている。40

は貼付帯が剥離し、体部には無文地に沈線文が施されている｡41は口唇部に沈線文が施され、貼付帯

上には縄の圧痕文が加えられている。器面内外にナデ調整を施している。42の口唇部断面形は切り出

し状で、口唇部に刻目文が加えられている。口縁部には8～9段の横環する横位の爪形文が施されて

いる。43～47は条痕が認められるもので、43は幅1cmほどの条痕が、 44～47は棒状工具による条痕が

認められる。48．49は内外ともナデ調整が施されたもので、いずれも口唇端部にへう調整が加えられ

ている。50．51は底部破片で、50は横位の沈線上に4本一組の鋸歯状の沈線文が、51は揚げ底で、体

部は斜位に、底面には格子目状に沈線が施されている。

石器（図Ⅳ－65．66．67．68．69図版217．218．219．220．221 ．222)

石錐2点・石槍4点・石錐9点・両面調整石器6点・石匙5点・スクレイパー43点･ Rフレイク9

点･Uフレイク33点・石核4点・剥片640点・模形石器1点・石核4点・石斧1点・たたき石18点．

すり石22点・砥石46点・石鋸1点・石錘151点・石皿14点が出土した。掲載石器のうち、 1～31は覆
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土出土、32～刀は床面･HP埋土出土である。

1～5は石錐o 1は4類。鋭角的に収束する素材端部を加工して先端部を作出する。背面の加工は

腹面に先行する。 2は6類で、スクレイパー2d類からの転用。端部付近の両側縁を内湾させ、先端

部が作出される。腹面の加工は背面に先行する。 3は2類。 4．5は4類。4は先端部に摩耗痕が見

られる。 5は剥片の長軸両端に機能部が作出される。両端に摩耗痕が見られる。 6～8は石匙3類。

6は錯交剥離により、右側縁に刃部が作出される。背面左側縁の加工は腹面に先行する。 7． 8は素

材の剥離端部付近につまみ部が作出される。 9． 10は両面調整石器。 9は腹面の加工が背面に先行す

る｡ 10は両面の縁部に加工が施され、部分的に鋸歯状を呈する｡ 11～14はスクレイパー。 11は2b類。

素材剥片の外湾する縁部に沿って刃部が作出される｡ 12．13は2d類。 12は縦長剥片の腹面の右側縁

に直刃部、端部に外湾刃部が作出される。 13は素材のバルブが除去される。 14は2b類。素材の剥離

端部に外湾する刃部をもつ｡ 15は模形石器◎樋状の剥離面を2縁にもつ。上下両端は潰れている。 16

～19はたたき石。 16～18は1類。 19は3類。石英製で、稜の一部につぶれ状のたたき痕をもつ。20～

22はすり石2類。20は長軸一端、縁部と平坦部に班状のたたき痕をもつ。21は縁部に班状のたたき痕

をもつ。22は周縁部と平坦面にすり面をもつ。片側の平坦面の中央部付近には凹み状のたたき痕が複

合し、周縁部には班状のたたき痕が複合する｡23～26は砥石｡23．25．26は2類、24は1類。23は平

坦なすり面の端部に、溝状のすり痕が複合する。24は覆土2層出土と床面出土の砥石片が接合したも

の。中心部が浅く窪むすり面に、細い溝状のすり痕が複合する。25は覆土1層出土と覆土2層出土の

砥石が接合したもの。浅い溝状のすり痕を残すのは一方だけで、他方には破損後の使用による平坦な

すり面をもつ。また、対面には緩やかに凹むすり面をもつ。26は平坦なすり面の中心部に溝状のすり

痕を持つ。溝状のすり面は、中央部で浅く凹んでおり、溝状の部分も同様に中心部がやや深くなって

いる｡27は石皿・両面に平坦で目の細かなすり面をもつ。28は砥石1類。両面に浅く凹むすり面をも

つ。縁部にもすり面を有しており石鋸から転用された可能性がある。29は石鋸。刃部は敲打による調

整痕が見られる｡30．31は石皿。30は片面にすり面をもつ｡31は両面にすり面をもつ。32は石錬lb

類。背面と腹面の周縁に加工が施される。腹面には、焼け弾け痕が見られる。33．35は石錐。33は2

類。折れ面を打点として腹面が加工される。先端部には摩耗痕が見られる。35は4類。背面の加工に

先行して腹面が加工される。先端付近では部分的に交互剥離状の加工も見られる。36は石匙2a類。

腹面左側縁には、背面の加工とつまみ部の加工に先行する二次加工面をもつ。端部には摩耗痕と、長

軸方向の線条痕が見られる。37．38は両面調整石器1類。ともに尖頭部が作出されており、他器種の

未製品と思われる。34．39．40はスクレイパー。34は2d類。39は2c類。端部に刃角が約60°の挟

り状の刃部が作出される。両側縁は高角度で加工される。40は2b類。刃部の対縁となる素材打面付

近の縁部は、高角度の加工がされる｡41 ･42は石核。41は割り取られた後、剥離作業が停止している。

42は作業工程中に打面転移が行なわれているが、現存部では作業面を固定した状態で打点が移動して

いる。43～45はたたき石。43は1類で、平坦面に班状の、縁部にはつぶれ状のたたき痕が見られる。

44は破損しており細分類は不明。45は板状の礫片の平坦面に、 くぼみ状のたたき痕が見られる。46～

49はすり石2類。平坦面には班状のたたき痕が見られる｡47は周縁部にはつぶれ状～班状のたたき痕

をもつ。48はすり際付近と周縁部には班状のたたき痕が見られる｡49は周縁部と平坦面には班状のた

たき痕が見られる。50．51は1類。52～55は砥石1類。いずれも板状の礫片を素材として利用する。

54は板状礫の石英粒がついた平坦面が、すり面として利用される。55は目の細かなすり面をもつ。56

～75は石錘。73は長軸両端の打ち欠きと、短軸方向の1ヵ所に打ち欠きをもつ。76．77は石皿。とも

に凝灰岩製。76は55と同様に器形は板状で、石英粒のつく面にすり痕が見られる。砥石と同様の機能
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・用途をもつ可能性もあるが、長軸が46cmを計ることから、ここでは石皿に分類した。
土製品（図Ⅳ-70）

78～89は円盤状土製品で、いずれもI群E類の体部破片を素材として用いている。82．83．89は未
成品である。78～81 ．84～89には穿孔が認められる。78～82．84．85．88の周縁には擦りが加えられ
ている。

石製品（図Ⅳ－70図版396.397）

90は覆土出土の軽石製石製品。中央部よりやや外側に貫通孔をもつ｡91 ･92は床面出土の円盤状石
製品。ともに凝灰岩製で、中心部が両面から回転穿孔される。周辺部は打ち欠き・敲打により整形さ
れる。91は縁部に石鋸の刃部状のすり痕が見られる。また、打ち欠き・敲打により円形状に整形され

た縁部の一部にも、すり痕が見られる。

H-40

遺物は出土していない。

H-41

遺物は出土していない。

H－42（図Ⅳ－71 ．72）

遺物

土器（図Ⅳ-71）

I群D類(92) I群E類(418) I群F類(2)、計512点出土した。そのうち床面･HP･床面直
上からはI群D類(5) I群E類(27)が出土している。

1～3は床面・床面直上出土である。いずれもI群E類である。 1は床面直上・覆土1層出土の資

料と接合した。口唇部断面形は角形である。体部は横位の沈線上に3本一組の鋸歯状沈線文を重ねて
描き、あたかも網目状の文様構成を作出している。底面にも格子目状に沈線文を施文している。内面
にはナデ調整が加えられている。 2はロ縁部に肥厚帯をもつものである。口唇部断面形は角形である。

体部には斜位の沈線が加えられている。 3の口縁部はやや肥厚する。口唇部断面形はやや丸味をもっ

た角形である。器面内外にはナデ調整が加えられている。

4～27は覆土出土である。10～14はI群D類である。 10は波状口縁である。口唇断面形は切り出し

状である。波頂部下位に貝殻腹縁圧痕文が加えられた沈線で菱目状の文様構成が作出されている。 11

の口縁断面形は切り出し状で、口唇外面に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。体部には横位の不規則

な条痕が認められる。胎土は砂粒が多く、 きわめて脆弱である。 12の口唇部断面形は切り出し状で、

口縁部はやや肥厚する。口唇部内面に、貝殻条痕上に2列の鋸歯状沈線文が加えられている。器面に
は条痕上に波状沈線文・鋸歯状沈線文が不規則に施文されている｡ 13は無文である。口唇部外面に貝
殻腹縁圧痕文が認められるが判然としない。 14は無文の底部破片である。胎土は多量の砂粒を含み、
脆弱である。 4～9．15～27はI群E類である。 4は体部下半を欠失する。口縁部は突起が8カ所の

小波状口縁になるものと思われる。口縁部には縦位の沈線が施されたのち、下端を沈線で区画してい

る。体部上半には横走する沈線が施され、 4～6本一組のややくずれた鋸歯状沈線が3段施され、網
目状の文様構成を作出している。体部下半は無文である。5は小型土器で、底部を欠失する。口唇部

断面形は角形で、口唇外面に刻目文が加えられている。体部は横位の半裁竹管状工具内面による沈線
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1．住居跡出土の遺物

が施され、体部上半には2本一組の沈線で鋸歯状ないし菱目状の文様が作出され、 さらに波頂部・波

頂部中間から垂下する3本一組の沈線が加えられている。体部下半には横環する沈線が施され、その

下位には3本一組の鋸歯状（複合鋸歯状）沈線文を施文している。 6は、調査区30-36 （Ⅲ層）出土

の資料と接合した。体部下半を欠失する。口縁部は緩やかな波状で、復原では4カ所の突起を想定し

たが異なる可能性がある。口唇直下には刻目文が加えられた細い貼付帯が施されている。体部上半は

3段の文様構成からなり、縦位の沈線が施された文様帯内には3～4本一組の沈線で鋸歯状ないし波

状の沈線文が加えられている。体部下半には横走する沈線文が加えられている。内面には横位の条痕

が認められる。 7は覆土l層から出土し、調査区30-35 （Ⅲ層） 30－36 （Ⅲ層）出土資料と接合した。

体部下半を欠失する。口縁部は小波状で、 7箇所の緩やかな波頂部が認められる。口唇部断面形は角

形で、口唇直下に半裁竹管状工具による細い円形刺突文が認められる。口縁部には2条の沈線で2段

に区画され、文様帯内には半裁竹管状工具内面による3本一組の向きの異なる連弧文が施されている。

体部には条痕上に半裁竹管状工具内面による沈線文が横位に施文されている。胎土には少量の砂粒・

小礫を含む｡ 8は小型土器である。底部は揚げ底である。体部上半にくびれをもつ。体部には横走す

る沈線文が施されている。内面には横走する条痕が認められる。 9はやや揚げ底気味の底部である。

体部内外に粗いナデ調整が施されている。 15～24は口縁部破片である。15～18は縦位の沈線上に横環

する沈線文・鋸歯状沈線文（連弧文）が加えられたもので、 15．16は同一個体で、 P－51 （覆土上部）

調査区35-38（Ⅲ層）出土の資料と接合した。口縁部文様は多段化し、沈線で区画された文様帯には

3本一組の波状・鋸歯状沈線（連弧文）が加えられている。 17．18は粗雑な縦位の沈線上に横環する

沈線が加えられたものである。 19．20は無文地上に沈線文が施されたものである。21 ．22は口唇部直

下に刻み目が加えられた貼付帯をもつもので、21は縦位の沈線上に横位の沈線が、22は横位の沈線上

に斜位・縦位の沈線が加えられている｡23は横位の刺突文が施されたものである。24の口唇部断面形

は切り出し状で、口唇端部にはへう調整が加えられている。口唇外面には斜位に刻目文が施された後、

横環する沈線が加えられている。体部内外面にナデ調整が加えられている｡25～27は底部破片で、 25

の体部には、横環する沈線文上に鋸歯状の沈線文が、底部付近には縦位の沈線文が施されている。26

の底端部は張出し、体部には条痕上に斜位の沈線文が加えられている。27は無文土器で、体部外面に

はナデ調整が、内面には条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－72図版223）

石雛1点・石槍3点・彫器様石器1点・石匙1点・スクレイパー17点･ Rフレイク24点・石核1点

・剥片240点・たたき石1点・すり石6点・砥石9点・石錘13点が出土した。掲載石器のうち、 1～

7は覆土出土、 8～11は床面出土である。

1は石槍。破損するが、 1b1類と思われる。両面とも並列剥離により整形される｡ 2はスクレイ

パー2d類。 3は彫器様石器。スクレイパーを素材とし、腹面端部に樋状剥離面をもつ。樋状剥離面

の打角は約55.である｡ 4はスクレイパー2d類。錯交剥離により刃部が作出される｡ 5はすり石3類。

断面が台形状の角礫を素材とし、稜部と平坦面にすり面をもつ。 6．7は砥石1類。6は2面の平坦

なすり面と、 1縁の鞍状のすり面をもつ。7は覆土1出土の4点が接合した。 2面に平坦なすり面を

持つ。幅5mm以下の細い溝状のすり痕も見られる。 8は石鍼3類。内湾する基部をもつ。 9 ． 11は

すり石｡ 9は2類。縁部に班状のたたき痕が見られる｡ 11はすり石1類。 10は石錘である。

土製品（図Ⅳ-72）

12は土器片錘である。 I群D類の体部破片を用いている。両端の挟りは表裏両面からの剥離で作出

され、さらに擦りを加えている。
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石製品（図Ⅳ－72図版396）

13は凝灰岩製の有孔石製品。両面を研磨しており、刃部状に研ぎ出された縁部をもつ。

H－43 （図Ⅳ-73～76）

遺物

土器（図Ⅳ-73）

I群D類(329) I群E類(77) I群I類(2) I群J類(1)、計409点出土した。そのうち床面

･HP ･床面直上・覆土壁からはI群D類(47) I群E類(30)が出土している。

1～4は床面・床面直上出土である。 1～3はI群D類である。 1は床面直上（1点）と37-37（Ⅲ

層：35点）が接合した。底部は乳房状尖底で、口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口縁

部は物見台式的な幅3.5cmほどの肥厚帯をもつ。文様構成は単純で、肥厚帯下端に刺突文が加えられ

た沈線が3条施されている。器面内外にナデ調整が加えられているものの器面調整は粗雑で、内外に

条痕が認められる。胎土には砂粒を多く含み脆弱である。2は底部破片で、器面調整は粗雑である。

3は無文の体部破片で、内面には貝殻条痕が認められる。4はI群E類である。 4は口唇部直下に刻

みが加えられた貼付帯をもつものである。口唇部断面形は角形である。口縁部には3本一組の1本描

き沈線と沈線を縁取るように加えられた刺突が施文されている。

5～9は覆土出土である。5～8はI群D類である。 5は覆土1層から出土し、調査区36-35 （Ⅲ

層） 39－37（Ⅲ層）出土の資料と接合した。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面には貝殻腹縁

圧痕文が羽状に施文されている。口唇部は2条の横環する貝殻腹縁圧痕文で区画され、文様帯内には

2条の鋸歯状沈線文が加えられている。体部には貝殻背面圧痕文が施されている。体部内面には貝殻

条痕が認められる。 6は、 H-43 (覆土2 ･ 3層他）から出土し、調査区37-36 (Ⅲ層）出土の資料

と接合した。体部下半を欠失する。口唇部断面形は角形で、口唇端部に細い刺突文が加えられている。

口縁部は口唇部直下でやや外反する。口縁部には2列の刺突列が施され、下位に4本一組の鋸歯状沈

線文が加えられ、部分的に垂下する刺突文や「v」字状の刺突文が加えられている。また、口唇直下

に貝殻腹縁圧痕文が部分的に認められる。体部は無文である。内面には横位の貝殻条痕が認められる。

7は波状口縁である。波頂部間に小突起が加えられている。口唇部断面形は丸い。口縁部には横位の

鋸歯状沈線が2条施され菱目の文様構成を作出し、さらに刺突文列が加えられている｡ 8は無文土器

で、胎土は砂粒が多く脆弱である。 9はI群E類で、沈線文と押印的な刺突文が施された体部破片で

ある。

石器（図Ⅳ－73．74．75．76図版224．225．226．227）

石錐4点・スクレイパー18点．Rフレイク6点･Uフレイク6点・石核1点・剥片60点・石斧1点

・たたき石3点・すり石12点・砥石12点・石錘85点・石皿2点が出土した。掲載石器のうち、 1～12

は覆土出土、 13～38は床面・床直上・HP埋土出土である。

1 ．2は石錐4類。 1は横長の剥片を素材とし、錯交剥離により整形後、一端に機能部を作出する。

先端には摩耗痕が見られる。 2は背面両側縁が70。～85.の打角で整形される。先端部は両面が加工さ

れる。先端部から中央部にかけての縁部には摩耗痕が見られる｡ 3 ． 4はスクレイパー。 3は2d類。

両側縁の刃部は素材打点部で収束する。 4は端部には約70.の剥離角でノッチ状の刃部が作出される。

刃部には刃こぼれ状が見られる。 5は石核。両面に礫面をのこす。 6は石斧1類。器体は長軸方向か

ら斜位の研磨を受ける。片側縁には擦り切り溝を残す。両側縁には長軸方向の研磨が施される。刃部

は短軸方向の研磨により作出される。 7はたたき石2類。 8～10はすり石1類。 8は長軸端部につぶ
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1．住居跡出土の遺物

れ状のたたき痕が見られる｡ 10はたたき石・砥石が複合している。稜部と平坦面に班状･ <ぼみ状の

のたたき痕をもつ。また、片面に浅く凹む、 目の細かなすり面をもち、砥石の機能を複合したものと

考えられる。 11 ．12は砥石1類。 13． 14は石錐。 13は4類。背面左側縁に加工が施される。先端部に

は摩耗痕が見られる。 14は6類。スクレイパー2a類からの転用品で、端部付近の刃部を打点として

腹面に加工が施され、機能部が作出される。15はスクレイパー2a類。刃部には刃こぼれが見られる。

16～18はすり石｡ 16は2類。平坦面には班状のたたき痕が見られる。 17･ 18は1類。 17はすり面の形

成に先行して、稜部に打ち欠きが加えられる。 19は砥石1類。すり面は目が粗い。20～37は石錘。28

･30は縁部につぶれ状のたたき痕をもつ。31は4カ所に挟入部をもつ。32はすり石複合。側縁にはつ

ぶれ状のたたき痕を持つ｡35は平坦面に班状のたたき痕を持つ｡36は縁部にすり面をもつ。37は砥石

複合。片面に目の細かなすり面をもつ。38は石皿。

土製品（図Ⅳ-76）

39は土器片錘である。 I群D類の口縁部破片を素材として用いている。両端の挾りは両面からの粗

い打ち欠きによって作出されている。素材の口縁部破片は口唇部直下に摘み揚げによる爪形文が施さ

れたものである。口唇部直下に横環する沈線文が、口縁部には上下に鋸歯状沈線が加えられ刺突文が

施されている。内面にはロッキングによる貝殻腹縁圧痕文が加えられている。40．41は円盤状土製品

である。いずれもI群E類の体部破片を素材として用いている。40は穿孔が途中で、周縁に粗い打ち

欠きが加てられている。41は周縁に比較的丁寧な打ち欠きが加えられている。

H－44（図Ⅳ-77）

遺物

土器（図Ⅳ-77）

I群D類(291) I群E類(3)、計294点出土した。そのうち床面・HP ・床而直上からはI群D

類（21）が出土している。

1 ．2は床面直上出土である。 1は床面直上・覆土1 ． 2層から出土した。体部下半を欠失する。

4カ所の緩やかな波頂部をもつ波状口縁で、口縁部はやや肥厚する。口唇部断面形は切り出し状で、

口唇外面には貝殻腹縁圧痕文、内面には押引き文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁によるロッ

キングのような押引が加えられ、体部上半には貝殻背面圧痕文が施されている。体部下半は無文であ

る。内面調整は粗雑で、体部上半には貝殻条痕、下半には条痕が認められる。胎土には砂粒が多く脆

弱である。 2は無文土器である。床直上・覆土2層から出土した。口唇部断面形は切り出し状で、口

唇外面にへう調整が加えられている。器面外面にはナデ調整が、内面には貝殻条痕が認められる。胎

土には砂粒が多い。

3～9は覆土出土である。いずれもI群D類である。 3は底部破片である。 4は波状口縁で、口唇

部断面形は丸味をもつ。口縁部には3条の貝殻腹縁圧痕文と2条の鋸歯状の貝殻腹縁圧痕文が施され、

下端部には鋸歯状沈線文が加えられている｡ 5は小型土器と思われる。口唇部断面形は尖がる。口縁

部の上下端を2条の貝殻腹縁圧痕で区画し、複合鋸歯状貝殻腹縁圧痕文を加えている。体部上半には

貝殻背面圧痕文が施され、下位は無文である。内面には貝殻条痕が認められる。 6の口唇部断面形は

やや丸味をもつ切り出し状で、口唇部には斜位に貝殻腹縁庄痕文が施され、下端に横環する2条の貝

殻腹縁圧痕文が加えられている。体部は条痕文上に貝殻背面圧痕文が部分的に加えられている。 7の

口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面に斜位の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部はやや

くびれ、縦位・横位の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。内面には貝殻条痕が認められる。胎土に多
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量の砂粒を含む。 8の口唇部断面形は丸味をもつ角形で、やや外反気味である。口縁部には貝殻腹縁

圧痕文が矢羽根状に施されたのち、横位の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口唇部内面には貝殻腹

縁による押引文が施されている。器面外面にはナデ調整が施され丁寧で、内面の器面調整は粗雑であ

る。 9の体部には貝殻背面圧痕文が施された底部破片である。胎土は多量の砂粒を含み脆弱である。

石器（図Ⅳ－77図版228）

石雛1点・石匙2点・スクレイパー15点･ Rフレイク7点･Uフレイク7点・石核1点・剥片66点

・石斧1点・たたき石7点・すり石10点・砥石3点・石錘43点・石皿2点が出土した。掲載石器のう

ち、 1～9は覆土出土、 10は床直上出土である。

1 ．2は石匙。 1は3類。器体端部に素材打面を残す。2は2a類。両側縁は端部で収束する。3

～5はスクレイパー。 3は2d'類。両面が加工される。 4は2d類◎刃部には刃こぼれが見られる。

5は2d類◎刃部を打点として腹面が加工される。 6は石核。厚手の剥片を素材とし、素材腹面を剥

離作業面とする。 7． 8はすり石2類｡ 7は縁部につぶれ状の、平坦面には班状のたたき痕をもつ。

8は縁部と平坦面には班状のたたき痕が見られる｡ 9 ． 10は石皿｡ 9は両面にすり面をもつ。 10はT

-12出土の石Ⅲ片が接合した。

H-45 (図Ⅳ－78．79)

遺物

土器（図Ⅳ-78）

I群D類(311) I群E類(35)、計346点出土した。そのうち床面・床面直上・覆土壁からはI群

D類(86) I群E類(6)が出土している。

1～5は床面・床面直上・覆土壁出土である｡ 1は覆土壁出土である。体部下半を欠失する。口縁

部は平縁で、口縁部で小さく内湾する。口唇部断面形は丸味をもつ。口唇端部に刻目文が加えられ、

口唇直下には3列の刺突列力猫環する。体部外面には丁寧なナデ調整が、内面には粗いナデ調整が施

されている。胎土には砂粒を含む。 2は小型土器で、床面・床面直下から出土し、調査区30-35 （Ⅲ

層）出土の資料と接合した。底部を欠失する。平縁で、口唇部断面形はやや丸味をもつ切り出し状で

ある。口縁部には波状の刺突列と横環する2条の刺突列が加えられた沈線が施文されている。体部内

外面にナデ調整が施されている。内面には炭化物が付着している｡ 3の口唇部断面形は切り出し状で、

口唇部外面に貝殻腹縁による押引文が加えられている。口縁部には横位の貝殻腹縁圧痕文が7条施さ

れている。 4は波状口縁で、口唇部断面形は切り出し状である。口唇部外面に貝殻腹縁による押引文

が施され、口唇直下に波頂部に沿って2列の円形刺突文が加えられている。波頂部下位には横位の沈

線文が施されている。 5の口唇部断面形は丸味をもつ。口唇端部には刻目文が加えられている。

6～9は覆土出土で、いずれもI群D類である。 6は波状口縁になるものと思われる。口唇部断面

形は切り出し状で、口唇部内外面には貝殻腹縁による押引文が加えられている。口縁部には横環する

2条の貝殻腹縁圧痕文と羽状の貝殻腹縁圧痕文が施されている｡ 7 ．8は口唇部直下に摘み揚げによ

る爪形文が施されたものである｡ 7は口唇部内面に貝殻腹縁圧痕文が施されている。口縁部には条痕

上に貝殻腹縁圧痕文が横位及び縦位に施されている。外面の器面調整は粗雑で、内面には軽いナデ調

整が加えられている。 8の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部直下に波状沈線文が加えられている。

器面調整は内外とも粗雑である｡ 9は小型の底部破片である。口縁部を欠失する。器面外面の調整は

丁寧である。器形は物見台式的で、物見台式に含まれる可能性がある。

石器（図Ⅳ－78．79図版229.230）
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石鑛1点・石槍2点・両面調整石器1点・石匙4点・スクレイパー28点・喫形石器1点･ Rフレイ

ク12点･Uフレイク3点・石核1点・剥片158点・石斧1点・たたき石5点・すり石13点・砥石3点

・石鋸1点・石錘55点・石皿1点が出土した。掲載石器のうち、 1～10は覆土出土、 11～31は床面・

床面下・床直上・覆土壁出土である。

1は石雛3類。周縁加工で整形される。腹面の加工は背面の加工に先行する。 2は模形石器。片側

面に樋状の剥離面をもつ。 3 ． 4は石槍。 3は4類で、背面両側縁を加工後に腹面が加工される。背

面には光沢痕が見られる。4はlal類。両面の周縁部を加工して整形される。 5は石斧1類で緑色

泥岩製。両面とも長軸方向の研磨後に、短軸方向に研磨を施して整形される。両側縁は長軸方向に研

磨される。刃部は欠損しているo 6はスクレイパー2d類。腹面端部付近では刃部を打点として加工

が施される。7～9はすり石。 7は2類｡ 8 ． 9は1類｡ 8は長軸両端につぶれ状のたたき痕が見ら

れる。また、稜部にはくぼみ状のたたき痕が見られる。 10は石皿である。 11 ．12は石匙。 11は6類。

背面周縁部に加工を施し整形される。横長剥片を素材としており、器形と素材の形状は大きくは変ら

ない。 12は2a類。背面両側縁が平行に加工される。 13～16はスクレイパー。 13は2d'類。両側縁

に鋸歯状の刃部をもつ。 14．15は2b類。 15の刃部の対縁は、両面が加工される｡ 16は2d類。腹面

端部には3条の樋状剥離面が見られる。最終剥離面の打角は、約65.. 17～19はたたき石1類。20･

21はすり石2類o20は長軸両端につぶれ状のたたき痕が見られる。22～31は石錘。31は破損面に挟入

部を作出する。

土製品（図Ⅳ-79）

32は円盤状土製品の破損品である。 I群E類の体部破片を用いている。穿孔が施され、周縁には粗

い打ち欠きが加えられている。

H－46（図Ⅳ-80）

遺物

土器（図Ⅳ-80）

I群D類(127) I群E類(25) I群F類(4)、計156点出土した。そのうち床面･HP ･床面直

上からはI群D類(33) I群E類(3)が出土している。

1～6は床面･HP ・床面直上出土である。 1～5はI群D類である。 1は口唇部断面形が切り出

し状で、口唇部内面には貝殻腹縁による押引が加えられている。口縁部には貝殻腹縁圧痕文が羽状・

横位に施され、体部には貝殻背面圧痕文が施されている。2の口唇部断面形は角形で、体部内外面に

条痕が認められる。口縁部には刺突文が3列加えられている。 3の口唇部断面形は切り出し状で、口

唇部に貝殻腹縁圧痕文が施されている。口縁部には貝殻腹縁圧痕文が羽状に施されたのち、下位に沈

線文が加えられている。内面には浅い条痕が認められる。4の同一個体は、 H-47の柱穴(HP)か

らも出土しているが接合しなかった。口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面に縦位の貝殻腹縁圧

痕文が施されている。口縁部には貝殻腹縁痕文が横位に施されたのち、横位の沈線文が加えられてい

る。 5の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部外面・体部には貝殻条痕が施されている。 6はI群E

類の底部破片で、底端部が張出し、体部には沈線文が施されている。

7．8は覆土出土である。 7は覆土1層から出土し、調査区35-37 （Ⅲ層）36－37（Ⅲ層）出土の

資料と接合した。口縁は4カ所の波頂部をもつ波状口縁で、口唇部断面形は切り出し状である。口縁

部内面には貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には鋸歯状沈線文が5条施され、波頂部から垂

下する刺突列が加えられている。体部には条痕が認められる。 8は覆土1層から出土し、調査区37-
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37 (1･m) 38-37 (1)出土の資料と接合した。口唇部にへう調整が加えられ、断面形は切り出し

状である。口唇内外に貝殻腹縁圧痕文が施されている。口縁部には4条の鋸歯状沈線が施され、その

下位に細い棒状工具による刺突列と斜位の刻目文が加えられている。体部内外に横位の条痕が認めら

れる。

石器（図Ⅳ－80図版231)

石鍬1点・石錐2点・両面調整石器1点・スクレイパー8点･ Rフレイク3点・剥片28点・石斧1

点・たたき石1点・すり石4点・砥石4点・石錘17点が出土した。掲載石器のうち、 1 ．2は覆土出

土、 3～12は床面・床直上出土である。

1は石雛2a類。両面に加工が施される。 2は石斧1類で、両面に2条の擦り切り溝をもつ。刃部

を残す破損品を、小型の石斧に再生する段階のものと思われる。一部を除き、刃部は短軸方向の研磨

により作出される。 3～5はスクレイパー。すべて2a類o 3は節理の発達した素材剥片の、原石面

の右側縁に刃部が作出される。 4は背面左側縁に微細剥離痕が並ぶ。 5は素材の打点付近の縁部に刃

部が作出される｡ 6はたたき石1類。 7～9は砥石1類。9は2面のすり面をもつ。片面は目の細か

なり面である。10～12は石錘。 10はすり石複合で、両面に目の細かなすり面をもつ。また、側縁に班

状のたたき痕もつ。 12は砥石複合で、両面に平垣なすり面をもつ。

土製品（図Ⅳ-80）

13は土器片錘である。 I群D類の口縁部破片を用いている。明瞭な挾りは片側（口縁部側）のみに

認められ、狭りは両面からの剥離によって作出されている。素材の口唇部断面形は切り出し状で、口

唇端部には貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁文が羽状に施文され、細い円形刺

突列が3列加えられている。下端には鋸歯状沈線文が施されている。

H-47 (図Ⅳ-81～83)

遺物

土器（図Ⅳ-81）

I群D類(324) I群E類(198) I群I類(1) I群J類(8)、計531点出土した。そのうち床面

･HP ･床面直上・覆土壁からはI群D類(74) I群E類(38) I群J類(1)が出土している。

1～10は床面･HP ･床面直上出土である。 2～6はI群D類である。 2の同一個体がH-46 (床

面：図V-80-4)から出土している。 3の口唇部断面形は外面に張り出す角形である。口唇部に貝

殻腹縁押引文が施され、口縁部には貝殻腹縁圧痕文が羽状に施された後、同施文具で数条の横位の貝

殻腹縁圧痕文が加えられている。内面には条痕が認められ、口縁部付近には貝殻腹縁の押引が加えら

れているo 4の口唇部断面形は角形気味で、口唇部内面には貝殻腹縁による押引ないしロッキングに

よる圧痕文が加えられている。口縁部には貝殻腹縁による押引ないしロッキングによる圧痕文が加え

られたのち、上下を刺突文が加えられた沈線で区画している。5は口唇部直下に摘み揚げによる爪形

文が施されたものである。 6は無文土器である。 1 ．7～10はI群E類である。 1は覆土壁と覆土1

層が接合し、 7と同一個体である。 1は体部下半を欠失する。口縁部は小波状で、口唇部断面形は丸

味をもつ。口唇部直下には沈線と刺突文が交互に施されている。体部上半に3～4本の沈線で2段に

区画され、上段は両側に刺突が加えられ3本一組の斜位の沈線文が、下位には3本一組の斜位の沈線

が施されている。 8． 9は同一個体で、体部に縦位の沈線施文後に横位の沈線を加えている。 10は無

文の底部で、底端部は張り出す。

11～29は覆土出土である。 11～18はI群D類である。 11は波状口縁で、口唇部断面形は切り出し状
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である。口唇部内面には貝殻腹縁の押引文が、外面には横位の圧痕文と鋸歯状の貝殻腹縁圧痕文が2

条施されている。口縁部には数条の貝殻腹縁圧痕文が加えられている。 12は波状口縁で、口唇部断面

形は角形気味である。口唇部内外面には貝殻腹縁の押引文が施されている。口縁部には刺突文が加え

られた沈線文・数条の横位貝殻腹縁圧痕文・鋸歯状沈線文が施されている。体部内外にはナデ調整が

加えられている。 13は波状口縁で、口唇部断面形は切り出し状である。口唇部内外面には貝殻腹縁の

押引文が施されている。口縁部には刺突文が加えられた沈線文・数条の横位貝殻腹縁圧痕文・鋸歯状

沈線文が加えられている。体部内外にはナデ調整が加えられている。 14の口唇断面形は切り出し状で、

口唇内外に貝殻腹縁による押引きが加えられ、口唇端部外面に沈線文が加えられている。口縁部には

貝殻背面圧痕上に2条の鋸歯状沈線文が施されている。 15の口唇断面形は切り出し状で、口唇部内外

面に貝殻腹縁圧痕文が加えられている。口縁部には4条の刺突が加えられた沈線が施されている。 16

は切り出し状の口唇断面形で、口唇部内外面に貝殻腹縁圧痕文が縦位に施されている。口縁部に横位

及び縦位の貝殻腹縁圧痕文・刺突が加えられた沈線文・横環する沈線文が施された後、さらに縦位に

刺突が加えられた沈線が加えられている。 17はH-46 (mb層）出土の資料と接合した。小型土器で、

口縁部は緩やかな波状口縁である。波頂部から垂下する貼付が施されたのち、口唇部内外面に貝殻腹

縁圧痕文が加えられている。口縁部下端は横環する貝殻腹縁圧痕文・鋸歯状沈線文・刺突が加えられ

た沈線文などで区画され、口縁部には羽状の貝殻腹縁圧痕文が施されている。体部内外の器面調整は

粗雑で条痕が認められる。 18は口唇部直下に爪形文が認められるものである。 19～28はI群E類であ

る。 19．20は縦位の沈線状に横位の沈線が施されたものである｡21 ･22は横位の条痕上に縦位の沈線

が施されたものである｡23．24は沈線に沿って刺突文が加えられたものである。25は無文である。26

は半裁竹管状工具内面による条痕が施された体部破片である｡27～29は底部破片で、27．28の器面に

は沈線文が施され、29は無文である。

石器（図Ⅳ－82．83図版232.233）

石鍍2点・石槍2点・石錐1点・両面調整石器1点・石匙3点・スクレイパー17点･ Rフレイク4

点･Uフレイク9点・剥片390点・石斧2点．擦り切り残片1点・たたき石1点・すり石10点・砥石

32点・石鋸10点・石錘76点が出土した。掲載石器のうち、 1～10は覆土出土、 11～35は床面・床直上

・床面下・HP埋土・焼土・覆土壁出土である。

1 ．2は石匙｡ 1は2a類｡ 2は3類。錯交剥離による加工が施される。つまみ部には素材の打面

が残る。 3～5はスクレイパー｡ 3 ． 4は2d'類。 3は2d類の刃部を端部付近で再加工したもの。

4の刃部は素材の打点側で収束する。収束部の腹面には、背面の加工に先行する剥離面をもつ。 5は

2d類。刃部には刃潰れが見られる。 6．7はすり石1類。 6は平坦面に班状のたたき痕が見られる。

8． 9は石鋸。ともに砥石複合。 8は平坦面に刃部と平行な段差が使用によって生じている｡ 9は8

よりも幅の厚い刃部が周縁部を回る。 10は砥石1類。 2面には鞍状のすり面をもつ。 11は石雛3類。

周辺加工で整形される。 12は石錐2類。 2面の折れ面がなす先端部を機能部とする。 13は石匙2a類。

端部は無加工である。つまみ部には、素材の打面が残る。 14は石斧1類で、覆土1層出土の刃部と焼

土出土の基部が接合したもの。擦り切り溝を両面にもつ。 15．16は砥石1類｡ 15は安山岩礫の平坦な

粗割面の一部に目の細かなすり面をもつ。 16は片岩礫の原石面に目の細かなすり面を残す。 17はすり

石1類。 18～35は石錘。 19は3カ所に狭入部をもつ。長軸両端に快入部をもっていた器体が破損後に、

縁部に挟入部を再加工したものと思われる。22は破損面に挟入部を再加工する。29は縁部に班状のた

たき痕が見られる。
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H-48 (図Ⅳ-84)

遺物

土器（図Ⅳ-84）

I群D類(22) I群E類(30) I群G類(1)、計53点出土した。そのうち床面・HP ･床面直上

・覆土壁からはI群D類(14) I群E類(26) I群G類(1)が出土している。

1～3は床面・覆土壁出土である。 1はI群D類で、内外にナデ調整が加えられた底部破片である。

3はI群E類である。体部上半を欠失し、体部には半裁竹管状工具内面による沈線文が加えられてい

る。 2はI群G類の体部破片で、結束羽状縄文が施されている。

4～5は覆土出土である｡ 4 ．5はI群D類で、 4の口唇部断面形は切り出し状で、口縁部には斜

位の貝殻腹縁圧痕文が施されている。5は無文土器で、口唇部断面形は切り出し状である。

石器（図Ⅳ－84図版234）

石匙1点・スクレイパー3点･Uフレイク4点・剥片8点・砥石1点・石錘5点が出土した。掲載

石器は覆土出土の1のみである。

1は石匙3類で、両側縁が平行に加工される。

H-49 (図Ⅳ-84)

遺物

土器（図Ⅳ-84）

I群D類(69) I群G類(9) I群I類(3)、計81点出土している。そのうち床面･HP ・床面

直上からI群D類（32）が出土している。

1～5は床面･HP ･床面直上出土である。 1の口唇部断面形は切り出し状気味で、体部内外には

条痕が認められる。2～5は体部破片で、 2．3の体部外面にはナデ調整が、内面には条痕が認めら

れる。 4．5は体部内外に条痕が認められるもので、 4は内外とも横位の条痕が、 5の外面には縦位

に、内面には横位に条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－84図版234）

スクレイパー2点・石斧2点・すり石4点・石皿1点・砥石1点・石錘19点が出土した。掲載石器

のうち、 1 ． 3は、覆土出土、 2．4～7は、床面・床直上・HP埋土出土である。

1～4はすり石｡ 1 ･ 2は1類。 1は平坦面に細かなつぶれ状のたたき痕が見られる。 3 ．4は2

類。 3は平坦面に班状のたたき痕をもつ。 4は両面にすり面をもつ。片面には班状のたたき痕が複合

する。 5．6は石錘。 7は石皿◎すり面には班状のたたき痕が複合する。

H-50 (図Ⅳ-85)

遺物

土器（図Ⅳ-85）

I群D類(81) I群E類(3)、計84点出土した。すべて、覆土出土である。

1～5はI群D類である。 1は覆土1層から出土し、出土の資料とH-119 (Ⅲ層)37-36 (Ⅲ層）

出土の資料と接合した。体部下半を欠失する。口縁部は4カ所の波頂部をもつ波状口縁である。口唇

部断面形は角形で、口唇端部に刺突文が加えられている。口唇直下には上下に刺突文が加えられた沈

線が、内面には刺突文が波状口縁に沿って施されている。体部外面にはナデ調整が、内面には貝殻条

痕が認められる。 2の口唇部断面形は切り出し状で、口唇部内面には横位の貝殻腹縁圧痕文が、外面
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には斜位の貝殻腹縁圧痕文を施した後、摘み揚げによる爪形文が加えられている。口唇直下には横位

の貝殼腹縁圧痕文を施した後、下位に円形刺突文を加えている。 3の口唇部断面形は丸味をもつ。口

縁部には8～9条の貝殻腹縁圧痕文が横位に施文され、下位に鋸歯状沈線文が加えられている。 4は

無文土器で、口唇端部にへう調整が加えられ、口唇部断面形は角形である。体部内外にはナデ調整が

加えられている。体部に極めて細い沈線状のものが認められるが文様かどうか判然としない。 5は体

部破片で、調査区37-36 （Ⅲ層）出土の資料と接合した。体部上半に貝殻腹縁のロッキングによる圧

痕文が施されている。体部にはナデ調整が加えられている｡ 6はI群E類である。口縁部は小波状口

縁である。体部に沈線を斜位に施文したのち、口縁部に縦位の沈線文を加えている。内面調整は粗雑

で条痕が認められる。

石器（図Ⅳ－85図版234）

スクレイパー5点･ Rフレイク1点･Uフレイク2点・剥片21点・研磨石材1点・たたき石1点・

すり石2点・砥石3点・石錘17点が出土した。掲載石器は、いずれも覆土出土である。

1はスクレイパー2c類。厚手の剥片を素材とし、高角度の刃部をもつ。 2は蛇紋岩製の研磨石材。

両面を研磨し、器体を平坦に成形する。 3は砥石1類。浅い凹み状と鞍状のすり面をもつ。

H-51 (図Ⅳ-86～90)

遺物

土器（図Ⅳ－86．87）

I群D類(413) I群E類(1,115) I群F類(14) I群I類(9) I群J類(1) Ⅱ群(1)、計

1,553点出土した。そのうち床而・HP ･床面直上からはI群D類(90) I群E類(392) I群F類(2)

I群I類（1） Ⅱ群（1）が出土している。

1～19は床面･HP ･床面直上出土である。 4～8はI群D類である。 4の口唇部断面形は切り出

し状で、内外に斜位の貝殻腹縁文の押引きが加えられている。口縁部には横環する貝殻腹縁圧痕文と

鋸歯状沈線文が施されている。 5の口唇部断面形は切り出し状で、内面および外面の口縁部には貝殻

腹縁圧痕文が施されている｡ 6は口唇部断面形が尖る。内外面には貝殻腹縁による押引きが加えられ

ている。口縁部は外反し、口縁部には貝殻条痕上に鋸歯状沈線と横位の連続「人」状の沈線文が施さ

れている。器面内外にはナデ調整が加えられている。7は無文土器で、口唇部断面形は切り出し状で

ある。 8は体部破片で、外面には貼付けによる微隆起線が認められる。胎土は砂粒を多く含むが硬質

である。 1～3．7～19はI群E類である。 1は床面・覆土1 ． 2層から出土している。器形は、緩

やかな波状口縁で、揚げ底の底部から丸味をもち立上り、体部上半でくびれる。口唇部断面形は丸味

をもつ。口縁部には2本一組の絡条圧痕文で重層する菱目状の文様構成が作出され、下位には鋸歯状

になると思われる刺突文と6～8条の横位の沈線文が施されている。体部下半にはミガキ調整が施さ

れている。内面調整は丁寧でミガキ調整が加えられている。胎土は砂粒が少なく、肌目が細かい｡ 2

はH-35 (覆土1層) H-38 (覆土1層）調査区37-37 (I層) 32-37 (Ⅲ層) 34-33 (Ⅲ層）出土

の資料と接合した。口縁部は8個の緩やかな波頂部をもつ波状口縁になるものと思われる。口唇部断

面形は角形で、端部に刻目文が加えられている。体部上半には数条一組の鋸歯状的文様を重層及び縦

位に施文している。体部下半には横環する沈線文が加えられ、底部付近は無文である。体部下半や内

面の器面調整は丁寧で、ナデ調整が加えられている｡ 3は体部上半と下半は接合していない。平底の

底部からやや丸味をもって立上り、体部上半でくびれ、口縁部は外反する。口唇部断面形は角形で、

口唇端部に刻み目をもつ。口唇部直下に刻みが加えられた貼付帯が施されている。体部上半に細い半
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